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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期
決算年月 平成19年12月平成20年12月平成21年12月平成22年12月平成23年12月

売上高 (千円） 4,505,0526,108,9313,196,4742,126,5661,917,462

経常利益又は経常損失(△) (千円） 895,6021,061,951183,820 96,182△147,591

当期純利益又は当期純損失(△)(千円） 500,857623,534 2,912 30,787△233,023

包括利益 (千円） － － － － △251,201

純資産額 (千円） 3,933,7704,479,5954,923,7184,944,9844,655,185

総資産額 (千円） 5,809,2306,356,8375,858,0615,739,1535,658,475

１株当たり純資産額 (円） 634,683.923,613.743,198.053,212.213,024.21

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額(△)
(円） 80,809.48503.01 1.97 20.00 △151.38

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
(円） － － － － －

自己資本比率 (％） 67.7 70.5 84.1 86.2 82.3

自己資本利益率 (％） 13.6 14.8 0.1 0.6 △4.9

株価収益率 (倍） － － 589.8 44.5 －

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円） 354,5101,289,741△624,161497,555△44,523

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円） △58,642△102,320△1,074,608△113,986△124,870

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円） △16,422△51,639 422,735△55,590△37,962

現金及び現金同等物の期末残高 (千円） 2,391,3973,527,1792,251,1442,579,1232,371,766

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）
(人）

141

(21)

147

(18)

146

(8)

124

(10)

119

(6)

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、第29期及び第30期は新株予約権の残高はあります

が、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。また、第31期及び第

32期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第33期は１株当たり

当期純損失であり、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第30期以前の株価収益率については、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、記載し

ておりません。また、第33期の株価収益率については、当期純損失を計上しているため記載しておりません。

４．当社は、平成20年７月１日付で株式１株につき200株の分割を行っております。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期
決算年月 平成19年12月平成20年12月平成21年12月平成22年12月平成23年12月

売上高 (千円） 4,470,3206,102,8893,194,9542,126,5661,917,462

経常利益又は経常損失(△) (千円） 865,8551,048,539285,074149,339△136,369

当期純利益又は当期純損失(△） (千円） 485,541612,979113,15384,144△208,421

資本金 (千円） 69,500 69,500319,250319,250319,250

発行済株式総数 (株） 6,1981,239,6001,539,6001,539,6001,539,600

純資産額 (千円） 3,745,8274,281,0964,835,4614,910,0844,644,886

総資産額 (千円） 5,601,8056,126,2725,744,0875,671,9955,615,318

１株当たり純資産額 (円） 604,360.643,453.613,140.733,189.533,017.52

１株当たり配当額

（うち１株当たり中間配当額）
(円）

8,100

(－)

51

(－)

36

(－)

25

(－)

25

(－)

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
(円） 78,338.46494.50 76.52 54.66△135.40

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
(円） － － － － －

自己資本比率 (％） 66.9 69.9 84.2 86.6 82.7

自己資本利益率 (％） 13.8 15.3 2.5 1.7 △4.4

株価収益率 (倍） － － 15.2 16.3 －

配当性向 (％） 10.3 10.3 49.0 45.7 －

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）
(人）

72

(－)

75

(－)

81

(－)

78

(－)

79

(－)

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第31期の１株当たり配当額には、上場記念配当30円を含んでおります。　

３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、第29期及び第30期は新株予約権の残高はあります

が、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。また、第31期及び第

32期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第33期は１株当たり

当期純損失であり、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第30期以前の株価収益率については、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、記載し

ておりません。また、第33期の株価収益率及び配当性向については、当期純損失を計上しているため記載して

おりません。

５．当社は、平成20年７月１日付で株式１株につき200株の株式分割を行っております。
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２【沿革】

　当社の前身は、昭和25年10月15日に神奈川県小田原市に富士写真フイルム株式会社（現富士フイルムホールディン

グス株式会社）の下請け事業として、補修用機械部品製作や生産設備のメンテナンスを行う目的で設立した、有限会

社小田原鉄工所であります。その後、東京方面からの受注を求めて、昭和26年に東京都品川区へ東京工場を開設したこ

とで大手精密機械メーカーや油圧機械メーカーと関わり業容も拡大、昭和27年に株式会社小田原鉄工所へ改組いたし

ました。

　昭和32年ごろから試作品設備や製造装置の製作を依頼されるなかで、設備製造の技術、油圧空圧制御設計のノウハウ

を取得し、自社で機械装置の設計開発ができるまでになりました。

　当社の主力であるワンマンバス機器の開発製造に関する事業は、昭和40年代初頭より開始いたしました。当時の路線

バスのワンマン化への移行をとらえ、神奈川県平塚市の神奈川中央交通株式会社の子会社で、ワンマンバス製品販売

会社である湘南興業株式会社より委託を受け、紙に印刷する方式の「軟券式整理券発行機」を開発し生産したのが始

まりであります。その後、昭和44年２月に湘南興業株式会社から営業権を買取り、設計、製造、販売の一貫体制が整いま

した。

　昭和44年６月には機械設備、生産装置を担当する電装事業部とワンマンバス機器を担当する機器事業部の２部門に

分かれ、２部門間で競争しつつ業績を進展させておりました。このようななかで、昭和46年には運賃として投入した硬

貨を両替用種銭として再利用する、当時の類似する他社製品にはない構造を持った「硬貨循環式運賃箱」を発売する

など、当社発展の基礎が築かれていきました。また、紙幣両替機も独自に開発し、この紙幣判別技術を運賃箱に応用し

た業界初の「紙幣自動両替機付き運賃箱」を昭和52年に発売いたしました。そのほかにも、自動券売機や銀行ＡＴＭ

用コインユニットを手がけ、紙幣、硬貨、カード関連の処理に特化した技術を蓄積していきました。

　昭和54年10月、組織を効率的に運営することを目的に、株式会社小田原鉄工所は資本金20,000千円で株式会社小田原

機器、資本金10,000千円で株式会社小田原エンジニアリングを設立し、機器事業部、電装事業部の営業権をそれぞれの

会社に譲渡することにより、分社化いたしました。当社は株式会社小田原鉄工所から機器事業部の営業権を譲受け、従

業員120名でワンマンバス機器関連の事業を引継ぎました。当社設立以降の主な変遷は以下のとおりであります。　

年月 事項

昭和54年10月資本金20,000千円で株式会社小田原機器を神奈川県小田原市に設立、株式会社小田原鉄工所から機器

事業部の営業権譲渡を受ける

昭和56年６月 東京営業所を東京都港区に開設

昭和56年９月 仙台営業所を宮城県仙台市太白区に移転

昭和59年４月 大阪営業所を大阪府大阪市住之江区に移転、九州営業所を福岡県春日市に移転

昭和60年９月 寿工場を神奈川県小田原市寿町に新設

平成２年７月 本社工場を増改築

平成７年５月 寿工場を本社工場に統合

平成10年１月 九州営業所を福岡県福岡市博多区に移転し、西日本営業所に名称変更、

大阪営業所を関西営業所に名称変更

平成10年12月広島営業所を閉鎖し、西日本営業所に統合

平成11年10月内製化強化のため、神奈川県小田原市に100％子会社である株式会社オーバルテック（現連結子会社）

を設立

平成13年７月 ＩＳＯ１４００１認証取得

平成14年11月ＩＳＯ９００１認証取得

平成15年３月 株式会社オーバルテック本社工場を神奈川県小田原市扇町に新設

平成16年６月 本社工場を改築

平成17年12月株式会社小田原鉄工所より本社土地建物等を取得

平成21年３月 ジャスダック証券取引所へ株式を上場

平成22年４月 ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）へ株

式を上場

平成22年10月大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）、同取引所ヘラクレス市場及び同取引所ＮＥＯ市場の各市場の

統合に伴い、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）へ株式を上場
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３【事業の内容】

　当社グループは、製品の企画及び開発、販売、生産管理並びに品質管理等を担当する当社（株式会社小田原機器）と

製品の製造及びメンテナンスサービスを担当する連結子会社の株式会社オーバルテックにより構成されております。

　

　当社は、長年、バス運賃箱メーカーとして、本社内営業所を含む国内５箇所の営業所のほか、代理店契約を締結してい

る地域の有力な販売代理店を通じて、バス機器市場で全国的に事業を展開してまいりました。運賃箱や運賃箱用金庫

等の運賃箱関連製品、非接触型ＩＣカード等の電子マネーによる運賃精算に対応するためのカード機器関連製品と

いった「車載機器分野」の製品が主な製品となっております。また、「バス機器」と呼ばれる製品には「地上機器分

野」の製品もあり、バス事業者の営業所等において、運賃箱用金庫から現金やカードの運賃精算データを集計する精

算機等が、同分野における当社の主力製品となっております。特にバス運賃箱は、ユーザーとの取引関係を構築した後

に、カード機器関連製品やその他のバス用機器等での取引に発展する側面があるなど、業績面だけでなく事業戦略面

でも重要な位置づけにあると考えております。

　

　また、バス運賃箱はバス運行に欠かせない車載機器でありますが、その使用環境（振動、埃、寒暖の差、不安定な電源

等）は厳しく、使用地域によってばらつきがあるほか、バス事業者ごとの異なる運賃体系（均一運賃／区間別運賃）

等への対応も必要になります。したがってバス運賃箱の大半は、操作性はもとより、耐久性や機能性の面でも個別仕様

となっております。

　このようなことから、当社では、顧客単位のカスタム品の企画、開発及び製造を基本に据えて、独自技術にこだわり、

主要ユニットをはじめ自社設計及び自社製造を第一に考えた「ものづくり」を展開しております。このような「もの

づくり」の思想は営業部門にも浸透しており、顧客ニーズの把握や受注獲得に向けた提案営業だけでなく、技術部門

と一体となったカスタム仕様の検討、顧客との折衝を行っております。このことは、顧客満足度を高める点、コスト管

理を徹底する点において、当社の強みの一つになっていると認識しております。

　なお、運賃箱の多くは路線バスで利用されておりますが、一部に、ワンマン鉄道の運賃収受にも利用されております。

当社においても、ワンマン鉄道車両用運賃箱等の販売実績を有しております。

　

　以上のように、当社グループは路線バス用運賃箱関連をはじめとした製品の開発、製造、販売、メンテナンスサービス

を一貫して行っており、単一のセグメントに属しておりますので、「事業の内容」についてはセグメント別の開示は

行っておりません。

　

（バス運賃収受の流れについて）

　バスの運賃収受の特徴は、移動車両の中で行われることにあります。現金を使用する乗客は、乗車時に整理券を取り、

降車時に現金及び整理券を運賃箱に投入します。カードを使用する乗客は、乗車時にカード機で使用カードの乗車登

録を行い、降車時にはカード機で使用カードによる運賃精算を行います。

　運賃箱に投入された現金は、整理券とともに運賃箱に装着された運賃箱用金庫に収納され、カード使用による運賃精

算データは運賃箱用金庫に搭載されたメモリに記憶されます。なお、カード媒体の種類については、バス会社及び運行

路線によって、プリペイド式磁気カードまたは非接触型ＩＣカードのいずれかに限定されるケース、もしくは双方が

使用できるケースがあります。

　運賃箱用金庫は運行終了時に乗務員（運転手）によって運賃箱から抜き取られ、バス事業者の営業所に運ばれたの

ち、専用の精算装置に装着されます。精算装置によって、運賃箱用金庫に収納された現金や整理券は、券類と紙幣、硬貨

に分類されたうえで金袋やコンテナに収納されます。この金袋やコンテナを金融機関に持ち込むことにより、現金は

バス事業者の係員の手にいっさい触れることなく金融機関での入金が可能となります。また、運賃箱用金庫に記憶さ

れた運賃精算データは、精算装置が読み取り、接続している後方処理用パソコンのソフトウエアによってデータが処

理され、帳票出力やデータ管理が行われます。

※運賃箱用金庫の運賃箱への装着は、運行開始時に乗務員（運転手）によって行われます。

　

(1）運賃箱関連

　当社の主力製品であります運賃箱と運賃箱用金庫及び運賃箱用ソフトウエアがこの分類に含まれます。更に、運賃

箱は、乗客が投入した運賃を瞬時に計数して自動的に精算する機能（即時計数機能）の有無により、即時計数式運

賃箱と汎用型運賃箱に分類することができます。

　即時計数式運賃箱は、整理券のバーコードや各種カードの乗車情報から運賃を算出し、乗客が投入した運賃を瞬時

に計数して自動的に精算できる機能を有しております。整理券発行機やカード関連機器、運賃表示器と連動させ、運

賃箱単体というよりも運賃収受システムとして販売しております。

　したがって、運賃箱が使用される路線が網の目のように複雑であればあるほど、乗降客数が多ければ多いほど、運

賃収受業務の効率化という観点において、即時計数式運賃箱の機能はより効果的に発揮されることになります。

　当社はこの即時計数式運賃箱を、昭和61年に即時計数式運賃箱ＦＡ型として他社に先駆けて開発しており、その後

も改良を重ねた結果、現在では従来のモデルを更に薄型・軽量化したタイプの即時計数式運賃箱を販売しておりま

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

有価証券報告書

 5/96



す。なお、ワンマン鉄道用の運賃箱、ゲート式運賃箱もこの分類に含まれます。　

製品・商品名 特徴

即時計数式運賃箱

整理券のバーコードや、カードの乗車情報から運賃を算出し、乗客が投入した運賃を瞬時に計

数して自動的に精算する運賃箱です。整理券発行機、カード関連機器、運賃表示器などと連動

させ、主にシステムで納入しております。また、乗客が運賃として投入した硬貨と券類のうち、

硬貨を金種別に分類して収納し、両替用の種銭として使う機能を有するほか、つり銭払い出し

機能を有するもの、バリアフリーに対応するスリム型等の製品があります。

汎用型運賃箱

即時計数機能を持たず、バス乗務員が目視により投入された運賃を確認する方式の運賃箱で

す。投入口の形状、目視窓の形状等、ユーザーごとの多様なニーズに適合させることが可能な

汎用型の運賃箱です。乗客が運賃として投入した硬貨と券類のうち、硬貨を金種別に分類して

収納し、両替用の種銭として使う機能を有しております。

運賃箱用金庫

即時計数式運賃箱用金庫は運賃箱に現金、券類とともに収納される運賃データ、乗降データ、

カードによる精算データ等を記憶し、金庫を自動的に解錠したうえで、現金等を集計する精算

装置を通して、管理用の端末にそれらのデータを転送する機能を有しております。即時計数式

運賃箱用金庫、汎用型運賃箱用金庫とも、専用の解錠装置もしくは精算装置のみで解錠するこ

とが可能であり、防犯面においても有効性を発揮しております。

運賃箱用ソフトウエア
運賃箱用の組込みソフトです。通常は機器と一体のため単独での取引は発生しませんが、紙幣

の券面変更等必要に応じて、ソフトウエアの更新をする場合があります。

　

(2）カード機器関連

　プリペイド式磁気カード、非接触ＩＣカード等の運賃精算に対応するための機器類及び当該機器用のソフトウエ

アがこの分類に含まれます。

　適応するカードの種類に関係なく、カード機器は、使用カードの乗車登録を行う乗車口カード機、使用カードの運

賃精算を行う精算用カード機、乗車登録と運賃精算の２つの機能を有する乗降兼用のカード機の３種類がありま

す。乗降兼用のカード機は、乗降口が１箇所のバスに使用されるものであります。

　当社グループにおけるカード機器関連は、昭和62年に磁気カードシステムを製品化したことに始まります。非接触

ＩＣカード機器に関しては、平成14年の長崎県下バス事業者５社局（当時）が全国で初めて相互利用できる共通Ｉ

Ｃバスカードを導入する際に注文を受け、事業としての拡大が本格化いたしました。

　これらカード機器類のほか、カード発券機、ＩＣカード用チャージ機、窓口処理機等のバックヤード機能を有する

機器類も手掛けております。

製品・商品名 特徴

磁気カード機器

カードの磁気情報（カードの種類や残額など）を読み書きし、乗車運賃をカードから減額す

るとともに、最終残額をカードの磁気面に書き込む車載機、及び磁気カード発券機、窓口処理

機等、磁気カードのデータを読み書きする一連の機器類です。

非接触ＩＣカード機器

急速に普及している電子マネーによる運賃精算に対応する一連の機器類です。カード機から

電波を発信し、乗客がかざしたＩＣカードからの電波の反射で、カードの運賃データを読み書

きする車載機のほか、高額紙幣対応の車載型チャージ機、窓口処理機等の機器類があります。

カード機器用ソフトウエ

ア

カード機器用の組込みソフトです。通常は機器と一体のため単独での取引は発生しませんが、

運賃収受システムの変更やデバイスの変更等必要に応じて、ソフトウエアの更新をする場合

があります。

　

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

有価証券報告書

 6/96



(3）その他のバス用機器

　車載機器分野の運賃収受系機器である整理券発行機のほか、地上機器分野の機器、当該機器用のソフトウエア並び

に運賃収受システム全般を管理するソフトウエアがこの分類に含まれます。地上機器分野における主な製品は、収

入管理系機器（精算装置）、接客系機器（定期券発行システム、データ処理機）となっております。　

製品・商品名 特徴

整理券発行機

スタンプ式（インク印字式）とサーマル印字式（感熱印字式）があり、ロール紙にサーマル

印字するタイプが主流となっております。サーマル印字式は券面にバーコードを印刷できる

ため、運賃箱でバーコードを読み取り、自動精算するためのシステム機器としても利用されま

す。

精算装置

バスの運行終了後、乗務員が運賃箱から取り出した金庫を営業所等で解錠する装置です。現金

は計数したうえで収納し、必要に応じて金融機関への入金データを作成します。また、運賃

データ、乗降データ、カードによる精算データ等を管理用端末に転送することにより、路線バ

スの運行管理における合理化、省力化に有効性を発揮します。バス事業者の営業所等に設置す

る機器については、ユーザーごとに設置条件、使用条件が異なるため、個別の要求に対応した

製品を供給しております。

データ管理サーバー

営業所等で収集した各種データを一括管理するための精算装置管理サーバーです。運賃箱、整

理券発行機、カード機器、精算装置等の運賃収受システムを一括管理することが可能であり、

主に路線バス事業者の本社等、基幹部門に設置されます。また、精算装置から運賃箱用金庫を

通して、基幹部門で更新した路線データを整理券発行機に反映させることも可能であります。

液晶運賃表示器 通常機能としての運賃表示や停留所名の案内のほか、宣伝広告などにも利用可能であります。

ソフトウエア

本分類に含まれる機器類の組込みソフトウエア及びカードシステムを導入しているユーザー

の利用実績や他社間との決済データを管理するソフトウエア、定期券発行システムのソフト

ウエア等、運賃収受システム全般を管理するソフトウエアを自社開発しております。

　

(4）部品・修理

　アフターサービスとして製品の修理や仕様変更などの現地対応、保守用部品の販売を行っております。

製品・商品名 特徴

部品
路線バス事業者の整備担当者が、当社製品の点検、整備を行うための消耗部品、保守用部品を

販売しております。

修理
保証期間内の修理と保証期間を過ぎた機器の有償修理やオーバーホールを受注しておりま

す。また、アフターサービスとして、保守契約による出張定期点検も行っております。

その他

路線バス事業者が、利用客に販売する非接触ＩＣカード、磁気カードを受注しております。ま

た、データが何も入っていないカードにデータ等を書き込み、利用できる状態にしてユーザー

に納入しております。

　

(5）商品

製品・商品名 特徴

表示器関連 ＬＥＤ式運賃表示器及び行先表示器を当社の仕様で委託生産し、販売しております。

消耗品 整理券発行機のロール紙を販売しております。
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　事業系統は下記の図のとおりです。

　

［事業系統図］

　

　

４【関係会社の状況】

（連結子会社）

平成23年12月31日現在

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有
割合（％）

関係内容

㈱オーバルテック
神奈川県

小田原市
10,000

ワンマンバス機器の製

造、メンテナンスサー

ビス

100.0

・役員の兼任　８名

・当社製品の部品製造、組立作

業、修理及び出張点検作業

・リース債務の保証

（注）１．当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、

単一のセグメントに属しておりますので、主要な事業の内容欄には、セグメントの名称の記載を省略してお

ります。

２．株式会社オーバルテックは特定子会社に該当しております。
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、単一の

セグメントに属しております。従いまして、「従業員の状況」についてはセグメント別の開示は行っておりません。

　部門別の従業員数は次のとおりであります。

　 平成23年12月31日現在

部門の名称 従業員数（人）

営業部門 18　 　

技術部門 36　 　

生産管理部門 20　 （1）

組立製造部門 16　 （3）

部品製作部門 6　 （1）

メンテナンスサービス部門 12　 （1）

全社（共通） 11　 　

合計 119　 （6）

（注） 従業員数は就業人員（グループ外から当社グループへの出向者及び契約社員を含みます。）であり、臨時雇用

       者数（パートタイマー、アルバイトを含みます。）は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

　　　　

(2）提出会社の状況

　 平成23年12月31日現在

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

　79 　37.9 　11.1 　4,846,500

（注）１．従業員数は就業人員（社外から当社への出向者、及び契約社員を含みます。）であります。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

　

(3）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は良好であり特記事項はありません。　
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新興国需要の改善を背景に緩やかな回復傾向にありましたが、３月11日に

発生した東日本大震災の影響により、全国的な生産の停滞や輸出の失速に見舞われ、個人消費も低迷するなど大き

く落ち込みました。その後のサプライチェーンの復旧により、景気は回復途上にあるものの、電力の供給制約や原子

力災害の影響に加え、欧州の政府債務危機などを背景とした海外景気の下振れや円高の影響等の下押し圧力もあ

り、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

  当社グループの関連市場である路線バス業界においては、バス事業者の設備投資が抑えられる傾向はあるもの

の、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う運賃箱の改修及び代替投資等を中心に推移しました。

　このような状況のもとで当社グループは、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件の取

り込みを行うだけでなく、「バス統合管理システム」の拡販を推進し、積極的な営業活動により当社製品のシェア

拡大に努めてまいりました。しかしながら、地方のバス事業者において設備投資計画が延期・縮小基調で推移した

こと及び当社が過去に納品した製品の改修費用について、製品保証引当金繰入額として126,269千円を特別損失に

計上したこと等により、業績は低調に推移いたしました。

　以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,917,462千円（前期比9.8％減）、営業損失は186,150千円（前期は

28,349千円の営業利益）、経常損失は147,591千円（前期は96,182千円の経常利益）、当期純損失は233,023千円

（前期は30,787千円の当期純利益）となりました。

　なお、当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、

単一のセグメントでありますので、セグメント情報を記載しておりません。従いまして、以降品目別の記載を行って

おります。

　品目別の販売の状況は次のとおりであります。

　

①　運賃箱関連

　運賃箱関連の売上高は421,437千円（前期比23.3％減）となりました。主力製品である即時計数式運賃箱（ＦＡ

Ｎ型（注１）及びＦＮＳ型（注２））の売上高は188,027千円（前期比32.0％減）となり、非接触ＩＣカードシ

ステム（ＰＡＳＭＯ）の導入に伴う設備投資需要が一巡した影響もあり、低調に推移いたしました。

　

②　カード機器関連

　カード機器関連の売上高は174,946千円（前期比56.2％減）となりました。首都圏においてＰＡＳＭＯ関連機器

の売上が一巡したことにより、ＰＡＳＭＯ関連機器の売上高が22,637千円（前期比77.5％減）となり、低調に推

移いたしました。　

　

③　その他のバス用機器

　その他のバス用機器の売上高は379,195千円（前期比11.5％増）となりました。これは主にサーマル整理券発行

機の売上高が100,128千円となったこと及びソフトウェア関連の販売が好調に推移した影響によるものでありま

す。　

　

④　部品・修理及び商品

　部品・修理の売上高は838,965千円（前期比15.5％増）となり、堅調に推移いたしました。なお、売上高の内訳は

部品442,904千円（前期比29.9％増）、修理396,060千円（前期比2.8％増）となっております。整理券用紙やＬＥ

Ｄ式運賃表示器等の商品の売上高は102,917千円（前期比7.1％減）となりました。

　

（注１）ＦＡＮ型運賃箱：昭和61年に開発した当社初の即時計数式運賃箱であるＦＡ型の処理速度を向上さ

せ、後継機種として平成14年に発売した即時計数式運賃箱であります。

（注２）ＦＮＳ型運賃箱：バス車内のバリアフリー化に対応するため、ＦＡＮ型運賃箱と同等の性能を確保し

たうえで、筐体幅の薄型化（ＦＡＮ型運賃箱比マイナス32ｍｍ）を実現した即時計数式運賃箱であり

ます。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ207,357千

円減少し（前期は327,978千円の増加）、2,371,766千円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動に使用した資金は44,523千円（前期は497,555千円の収入）となりました。これは主に、製品保証引当金

の増加131,307千円、減価償却費58,259千円及び仕入債務の増加50,108千円により資金が増加いたしましたが、税金

等調整前当期純損失を287,732千円計上したことの影響により、44,523千円の減少となっております。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は124,870千円（前期は113,986千円の支出）となりました。これは主に、定期預金の払戻

による収入390,000千円により資金が増加いたしましたが、定期預金の預入による支出490,000千円の影響により、

124,870千円の減少となっております。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は37,962千円（前期は55,590千円の支出）となりました。これは主に、配当金の支払いに

よる支出37,847千円の影響であります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、単一の

セグメントに属しております。従いまして、「生産、受注及び販売の状況」についてはセグメント別の開示は行って

おりません。

　当連結会計年度の生産実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目
当連結会計年度

（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

前年同期比（％）

運賃箱関連（千円） 426,951 86.7

カード機器関連（千円） 151,219 36.2

その他のバス用機器（千円） 348,495 96.6

部品・修理（千円） 838,965 115.5

合計（千円） 1,765,632 88.4

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注状況

　当連結会計年度の受注状況を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 受注高
前年同期比
（％）

受注残高
前年同期比
（％）

運賃箱関連（千円） 488,476 95.7 193,011 153.2

カード機器関連（千円） 322,972 104.1 215,764 318.5

その他のバス用機器（千円） 301,179 91.4 80,087 50.7

部品・修理（千円） 834,475 117.3 42,054 90.4

商品（千円） 194,544 177.8 101,032 1,074.1

合計（千円） 2,141,648 108.7 631,951 155.0

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当連結会計年度の販売実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目
当連結会計年度

（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

前年同期比（％）

運賃箱関連（千円） 421,437 76.7

カード機器関連（千円） 174,946 43.8

その他のバス用機器（千円） 379,195 111.5

部品・修理（千円） 838,965 115.5

商品（千円） 102,917 92.9

合計（千円） 1,917,462 90.2

（注）１．最近２連結会計年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおり

であります。

　
相手先

　

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

名古屋ガイドウェイバス株式会社 382,894 18.0 － －

２．前連結会計年度及び当連結会計年度について、当該割合が100分の10未満の相手先は記載を省略しておりま

す。

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

　当社グループは、「開拓の精神で社会に奉仕する」をモットーに、バス機器事業を中心に、独自技術と自社設計・自

社製造を重視した「ものづくり」を展開し、徹底したコスト管理により収益力を高めてまいりました。

　当社製品の需要先であるバス業界は、地方において非接触ＩＣカードシステムの普及が進展する見通しであります

が、昨今の企業収益の悪化や輸送人員数の低迷に伴って設備投資の抑制も懸念されており、今後とも厳しい状況が予

想されます。

　しかしながら、バス業界においても様々な変化が確認されております。バス離れの原因となった定時性・速達性の低

下を改善すべく、「バス専用レーン」の設置、「公共車両優先システム」（注１）の導入、「バスロケーションシステ

ム」（注２）の普及等が進み、地方においては「デマンドバス」（注３）の試験的導入の動きも見られます。

　以上のことから、バス業界は、バス輸送が持つ優位性（ルート設定の自由度、輸送力の高さ）を活かし、より利便性が

高く、より多く利用される公共交通手段になるための変革期にあり、今後、バス機器に対しても、様々なニーズが顕在

化する可能性があると当社グループは考えております。「バス業界の進化を収益の源泉として、成長を実現する」を

基本戦略に据え、対処すべき課題として以下の項目を掲げております。

（注１） 公共車両優先システム：バス等の公共輸送機関の信号停止時間の短縮のために信号制御等を行い、運行に

おける定時性の確保、公共輸送機関への利用転換の促進、利用者の利便性向上等を目的としたシステムであ

ります。

（注２） バスロケーションシステム：無線通信やＧＰＳなどを利用してバスの位置情報を収集し、バス停留所、携帯

電話、インターネット等にバスの運行状況やバス停への接近情報を配信するシステムであります。

（注３） デマンドバス：利用者が予め電話、情報端末機及びパソコンなどでバス運行者に予約し、デマンド（要求）

に応じて運行されるバスであります。　

　

（1）コスト競争力の更なる強化

　当社グループでは、製品毎に設定した目標原価率の実現に、技術部門、製造部門、営業部門が一体となって取り組み、

多品種少量生産におけるコスト管理を徹底してまいりました。特に、製造部門では、生産子会社である株式会社オーバ

ルテック設立以降、部門別採算管理実施による独立採算意識の向上、生産体制の整備、生産管理ノウハウの蓄積が進ん

でおります。しかしながら、輸送人員数低迷の懸念等もあり、路線バス経営の環境は厳しさを増しております。安定的

な受注の獲得、利益の確保を続けるためにはコスト競争力の更なる強化が課題であると考えております。 

　当社グループは、目標原価率を実現する有効手段となっている、独自技術の蓄積、自社設計・自社製造を第一に考え

た「ものづくり」を積極的に推進するとともに、購買管理や作業計画管理の精度を向上させることで、原価管理の更

なる強化にも取り組んでまいります。

　

（2）メンテナンスサービスの強化

　当社グループの顧客であるバス会社側では、運賃箱等のバス車載機器に関して、修理を施しながら車両更新まで長期

間使用したいという強いニーズがあります。当社グループでは、旧製品の技術承継や部材の確保に苦慮しながらも、可

能な限りメンテナンスサービスの提供を続け、顧客との信頼関係を深めてまいりましたが、近年では、バス機器の機能

拡充に伴い保守作業が困難化する一方で、バス会社側では整備員の高齢化や人手不足問題も出てきており、その強化

は課題であると考えております。 

　当社グループは、サービス要員の育成制度の整備、多岐にわたるサービス活動を集約したデータベースの構築を推進

するとともに、一連のサービス活動で知り得た情報の収集に努め、技術部門との連携を図り製品開発にも役立ててま

いります。
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（3）新製品開発力の強化と「バス統合管理システム」の拡販

　当社グループは、バス事業者の悩みや要望に的確に応える製品の開発により、顧客基盤を拡充させてまいりました

が、依然としてバス運行に係る省人化・効率化ニーズは根強く、より利便性を高めるためのニーズも強まってくると

考えており、新製品開発力の強化は重要課題であると認識しております。 

　このような認識の下、当社グループは、「バス統合管理システム」を開発し、受注の獲得に至っております。「バス統

合管理システム」は、運賃箱に制御部を設けて情報端末化することで、行先表示器、運賃表示器、停名案内用表示器、音

声案内装置等の各種機器を統合的に管理するシステムであります。当社システムの特徴は、各種機器の制御に必要な

データの更新を、メモリが組み込まれた運賃箱用金庫を介して行うことにあります。

　現在、運賃改定、停留所の新設・改廃、路線の変更は、その都度、夜間・深夜に、対象となる全ての車両及び機器のデー

タ更新が行われています。当社では、「バス統合管理システム」の導入により、運賃箱用金庫を運賃箱に設置するとい

う運転手の日常業務の中で上記の作業を済ませることができ、更には、煩雑な作業がネックとなっていた停留所の新

設・改廃や路線変更等にも柔軟に対応できるようになると期待しております。

　当社開発製品である「バス統合モジュール」と併せ、ＬＣＤ式運賃表示器を使ったバスインターネット広告の配信

も考えられ、更にはドライブレコーダー等の機器と接続し、バス運行の安全性・利便性・経済性の向上を図ることも

考えられます。システムであるが故に拡張性が高く、取り扱い品目の拡大にも結びつくと期待しております。

　「バス業界の進化を収益の源泉として、成長を実現する」を基本戦略に掲げる当社グループは、「バス統合管理シス

テム」の拡販に積極的に取り組んでまいります。

　

（4）新たな事業領域への進出

　当社グループには、自動券売機や銀行ＡＴＭ用コインユニットを手掛けた実績がありますが、大手企業との競争激化

や十分な採算性の確保が難しかったことから、現在では、ほとんど手掛けておりません。また、当社グループの取引先

は、鉄道事業者も一部含まれておりますが、大半がバス業界向けとなっております。 

　当社グループは、より安定感のある事業構造を構築する観点から、新たな事業領域への進出も重要であると認識して

おります。

　新たな事業領域の進出に当たっては、対象市場がニッチであっても、当社グループのバス機器事業との相乗効果が見

込める分野、当社グループの技術力が活用できる分野等の諸点を検討し、決定する所存であります。

　

（5）優秀な人材の確保と人材の育成

　バス業界特有の厳しい使用環境を熟知している人材の存在、機械設計・電子回路設計・プログラム設計・システム

開発の各技術の自社保有が、当社グループの新製品開発力に寄与しているものと考えております。 

　当社グループは、技術系社員を中心に、優秀な人材の確保と人材の育成が重要であると認識しており、即戦力となる

人材を中途採用するとともに新規採用を継続的に行い、独自の設計思想を追求できるよう、人材の育成に努めてまい

ります。

　

（6）経営基盤の強化

　前述の課題に的確に対処し、経営基盤を強化するために、内部管理体制の充実は不可欠であると考えております。法

令遵守は当然のこととして、社内諸規程を厳格に運用することにより内部牽制を有効に機能させ、経営基盤に影響を

及ぼす事態の発生を未然に防止するため、実効性のある内部監査を実施してまいります。加えて、財務報告に係る内部

統制システムを適切に運営することによって、経営の透明性と健全性を確保し、社会的信頼を持続するよう努めてま

いります。 　 
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４【事業等のリスク】

　以下において、当社グループの事業展開及び財務状況等に関するリスク要因となる可能性があると考えられる主な

事項を記載しております。また当社グループでコントロールできない外部要因や必ずしも事業上のリスクに該当しな

い事項についても、投資判断上重要と考えられる事項については、投資者に対する積極的な情報開示の観点から以下

に開示しております。

　なお文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において、当社グループが判断したものであります。当社グループ

では、これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、その発生の予防及び発生時の対応に努力する所存であります

が、当社株式に関する投資判断、当社グループの経営状況及び将来の事業についての判断は、本項及び本書中の本項以

外の記載事項を慎重に検討したうえで行われる必要があると考えております。また、以下の記載は当社株式への投資

に関するリスク全てを網羅するものではありません。

　

（1）特需による業績変動リスク

　当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っておりますが、新

紙幣の発行、非接触型ＩＣカードの普及等運賃決済手段の多様化、また、国及び地方公共団体から路線バス事業者に交

付される補助金の交付等に伴って、一時的な特需が発生することがあります。具体的な事例として、平成16年11月の新

紙幣発行に伴い、運賃箱の改造等の特需が発生し、運賃箱改造に係る受注が大幅に増加いたしました。また、平成19年

３月より首都圏でサービスが開始された、鉄道と路線バスのＩＣ乗車券の相互利用サービス（ＰＡＳＭＯ）に付随し

て、ＰＡＳＭＯ関連機器の特需が発生いたしました。

　当社グループでは、バス事業者の省力化に資するような新製品としてバス統合管理システムの拡販を図るなど、安定

した受注を確保することとしておりますが、今後も同様に一時的な特需が発生する可能性があり、当該特需の発生中

と収束後では、当社グループの業績及び財務状況が大きく変動する可能性があります。

　

（2）バス業界への依存について

　当社グループの主な需要先は、大都市圏の公営の路線バス事業者をはじめとする全国の公営、民営の交通機関であり

ます。これら公共交通機関のワンマンバスの車両数は、ここ数年横ばいに推移しているものの、車両数が減少に転じた

場合や、バス事業者の業績が低迷した場合には、設備投資が抑えられるなど、代替需要の減退により受注が減少し、当

社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

　また、各バス事業者によって機器の更新時期が異なることから、一事業年度において少数の販売先に売上が集中する

など、売上高が特定の販売先に依存する傾向があります。これら特定の販売先からの受注獲得状況によっては、当社グ

ループの業績及び財務状況が大きく変動する可能性があります。

　

（3）入札制度による業績予想変動リスク

　当社グループの主な需要先である公営の路線バス事業者の受注は、競争入札制度で行われております。入札制度が大

きく変更されたり、他社がより廉価な価格で入札してくる場合などにおいては、受注の機会損失の可能性及び入札価

格が著しく低下する可能性があります。また、「（2）バス業界への依存について」に記載のとおり、一事業年度にお

ける売上高が入札案件に係る特定の販売先に依存する場合、受注獲得状況によっては、当社グループの業績及び財務

状況が大きく変動する可能性があります。

　

（4）新製品開発力

　当社グループは長年の経験と技術で、運賃収受システムの開発に注力し、顧客のニーズを満たした製品を市場に供給

してまいりました。引続きお客様に喜ばれ信頼される「ものづくり」を継続していく所存でありますが、当社グルー

プによる新規の提案、製品企画を継続するためには、保有技術に加え、最新技術に即応することが必要となります。今

後、新製品や新技術への投資に必要な資金と優秀な人材を十分に確保できない場合、技術力が低下し、顧客ニーズを満

たす製品の供給が出来なくなることによって、当社製品の需要が減少するなど、当社グループの業績及び財務状況に

影響を及ぼす可能性があります。
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（5）競合のリスク

　当社グループでは、顧客のニーズを先取りした製品を提供することで差別化を図る一方、子会社の株式会社オーバル

テックを中心にした効率的な生産体制の構築に努めてまいりました。しかしながら、競争入札による販売単価の下落

や、客先からの厳しい値下げ要求等、経営環境の厳しさは年々増しております。

　当社グループでは、製造原価低減のために適宜設計変更を実施しているほか、部材購入方法の見直し等により仕入価

格の低減を図るなど、低コストオペレーションの実施により、コスト競争力の維持向上に努めております。しかしなが

ら、競合が激化し、相対的にコスト競争力が低下した場合には、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能

性があります。

　

（6）原材料価格の変動について

　当社グループが使用する加工部品の多くは鉄、ステンレスの薄板、棒材等から製作されております。これらの市場価

格の変動に伴い、製品の原価が影響を受けることとなります。この原価の増加分を製品価格に転嫁できない場合、ある

いは当社作業工程等の改善等で吸収できない場合には、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があ

ります。

　

（7）電子部品の安定的な確保

　プリント基板に使用されております電子部品は、製品サイクルの早さに起因して、陳腐化等による販売中止や、同じ

部品を使う他のメーカー等との競合で入手が困難となることがあります。当社グループでは複数の入手ルートを確保

する等の対応により、電子部品の安定的な調達に努めておりますが、当該電子部品の入手が出来ない、もしくは代替品

がない等、既存の設計に合致する部品の供給が滞った場合、基板の改版（基板の新規設計）と、実装後の稼動テストに

多くの時間が必要となり、結果的に顧客の要求する納期に対応できなくなる可能性が生じます。

　

（8）地震など災害事故

　当社グループの本社と工場は神奈川県西部に所在し、当該地域は今後において発生が危惧されている東海地震、南関

東地震などの該当地域にあります。安全を考慮して平成16年に工場の耐震診断を行い、旧社屋にあたる部分の建替え

を行いました。また、地震等の大規模災害により緊急事態に陥った際、業務の早期回復を行うため、発生時から復旧に

向けての対策を織り込んだ「事業継続計画（ＢＣＰ）」を策定しております。しかしながら災害事故発生時には、設

備の復旧に伴う費用の発生や、生産設備の損傷によって生産能力が縮小し売上が減少するなど、当社グループの事業

に影響を及ぼす可能性があります。

　

（9）製造物責任のリスク

　当社グループではＩＳＯ９００１を取得するなど、品質管理体制を徹底することにより、高品質の製品づくりに努め

ております。しかしながら、当社製品に係る予期せぬ事故等で、顧客からの重大なクレームや製造物責任法に関係する

訴訟を受ける可能性があるほか、バス業界に広く認知されている当社グループの企業イメージが悪化する可能性があ

ります。更に当社製品の責任に帰すべき過失が認められた場合、その対応のための費用が発生することが考えられま

す。当社では製造物賠償責任保険に加入しておりますが、製造物責任に付随して発生した損失を十分にカバー出来な

い場合には、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

　

（10）知的財産権に関するリスク

　当社グループでは、独自の技術を保護するため、必要な知的財産権の申請を行っておりますが、第三者がその技術を

模倣または参考にして類似製品を生産、販売した場合には、当社製品の優位性が損なわれ売上高が減少するなど当社

グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　また、当社グループでは製品開発の各段階で、知的財産の調査を実施しておりますが、当社グループが他人の知的財

産権を犯した場合には、訴訟に発展する虞があります。
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５【経営上の重要な契約等】

  該当事項はありません。

　　　

６【研究開発活動】

(1）研究開発活動

　当社グループにおける研究開発活動は、バスの省エネルギー化の一環として、バス小型化に対応する「省資源

化」、少子化及び高齢化に対応した「省力化」による「ユーザーへの貢献」及びバス利用客への「サービス向上」

を基本方針としており、当該方針に則って製品の開発、改良を進めております。

　研究開発活動は、当社の技術部が担当し、新製品・新技術の開発に取り組んでおります。

　当連結会計年度における研究開発の成果は以下のとおりであります。

・　広域移動体無線通信システム

　　バス運行に必要な各種のデータとバス運行の実績データを一元管理するバス統合管理システムを改良した、広

域移動体無線通信による送受信を可能にしたシステムを開発しました。昨今の社会状況より少子化及び高齢

化への対応策として、当システムにより省力化が期待できます。

・  ＮＦＣカード対応ＩＣカードシステム

ＮＦＣ（Ｎear Ｆield Ｃommunication）チップを搭載したローコストカードによる運賃精算システムであ

り、世界で広く使われているMifareや日本を中心に利用されているFeliCaの処理ができるシステムを開発い

たしました。今後はＮＦＣチップが搭載されたモバイル機器及び行政等で使用されているタイプＢカード等

を活用したシステムへの対応が期待できます。

　

　また、今後の研究開発につきましては以下の課題に取り組んでまいります。

・　ローカル無線ＬＡＮ通信システム

広域移動体無線通信システムと同様、通信手段をローカル無線ＬＡＮ通信に置換えたシステムを開発いたし

ます。ユーザーのランニングコスト低減策として、通信費用を抑えたシステムといたします。

・　バス統合管理システム用編集装置の機能設計と開発

バス統合管理システムのデータ編集装置をすでにユーザーに提供しております。編集作業として更なる機能

と効率を向上させて、ユーザーのランニングコスト削減を目指したソフトウエアを開発いたします。

・　バス市場以外の新製品開発

硬貨識別等の当社保有技術を活用して、バス事業以外の分野で使用する新しい真偽判定及び選別方式を採用

した、多目的な硬貨計数システムを開発いたします。

　　

(2）研究開発の体制

　研究開発の体制は、当社製品の特徴から、メカ（機構設計・回路設計）、ソフト（プログラム設計）を切り離すこ

とが出来ないため、これらの担当者が共同で開発に携わる「プロジェクト制」としております。プロジェクトでは

基本構想から試作、製品レビュー、動作検証と妥当性確認、納入後の確認まで一貫して行い、最終段階の検証は品質

管理担当部署と連携して行い、得られた情報を技術開発のノウハウとしております。平成23年12月末現在、技術部員

は当社の社員数79名中36名を占め、研究開発型企業として自負と自覚をもって開発に取り組んでおります。

　

(3）研究開発費の総額

　当連結会計年度における当社グループの研究開発費の金額は、67,493千円であります。
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当連結会計年度の財政状態、及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

　なお、文中における将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1）重要な会計方針及び見積り

　当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成してお

ります。この連結財務諸表の作成においては、経営者による会計上の見積りを行っております。経営者はこれらの見

積りについて、過去の実績や現状等を勘案し合理的に判断しておりますが、実際の結果は、見積り特有の不確実性が

あるため、これらの見積りと異なる場合があります。また、当社グループの連結財務諸表で採用する重要な会計方針

につきましては、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等　(1）連結財務諸表　連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項」に記載しております。

　

(2）財政状態の分析

①　資産

（流動資産）

　当連結会計年度末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて154,884千円増加し、4,131,921千円となりました。

これは主に、有価証券が335,888千円増加したことにより資産が増加したものの、現金及び預金が242,086千円減

少したことによるものであります。

（固定資産）

　当連結会計年度末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて235,561千円減少し、1,526,554千円となりました。

これは主に、投資有価証券が221,702千円減少したことによるものであります。　

　

②　負債

（流動負債）

　当連結会計年度末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて197,787千円増加し、722,296千円となりました。こ

れは主に、製品保証引当金が131,307千円増加したことによるものであります。　

（固定負債）

　当連結会計年度末の固定負債は、前連結会計年度末に比べて11,334千円増加し、280,993千円となりました。これ

は主に、退職給付引当金が15,103千円増加したことによるものであります。

　

③　純資産

　当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べて289,799千円減少し、4,655,185千円となりました。こ

れは主に、利益剰余金が271,509千円減少したことによるものであります。

　

(3）経営成績の分析

①　売上高

　当連結会計年度の売上高は1,917,462千円（前期比9.8％減）となりました。当連結会計年度においては、主要顧

客であるバス事業者の設備投資の見送りや競争激化による製品価格の低下により、売上高が減少いたしました。　

　

②　売上総利益

　当連結会計年度の売上総利益は442,651千円（前期比29.3％減）となりました。前述のとおり、売上高の大幅な

減少及び原価率の上昇により、売上総利益は前年同期を大幅に下回りました。　

　

③　経常損益

　当連結会計年度の経常損益は△147,591千円（前期は96,182千円の経常利益)となりました。販売費及び一般管

理費の圧縮に努めましたが、前述のとおり売上総利益が減少したことにより、経常損失となりました。　
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④　当期純損益

　当連結会計年度の当期純損益は△233,023千円（前期は30,787千円の当期純利益）となりました。前述のとおり経

常損失を計上したこと及び製品保証引当金繰入額を特別損失に計上した影響もあり、当期純損失となりました。　

　

(4）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの概況については「１　業績等の概要　(2）キャッシュ・フローの状

況」をご参照ください。

　当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは以下のとおりであります。

 平成22年12月期 平成23年12月期

自己資本比率（％） 86.2 82.3

時価ベースの自己資本比率（％） 23.9 21.7

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.2 －

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 318.9 －

自己資本比率：自己資本／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を

使用しております。　

４．平成23年12月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオについ

ては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載を省略しております。　
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当連結会計年度において、重要な設備投資は行っておりません。 

　

２【主要な設備の状況】

　当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、単一のセ

グメントに属しております。従いまして、「設備の状況」についてはセグメント別の開示は行っておりません。

(1）提出会社

　 平成23年12月31日現在

事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額
従業員
数
（人）

建物及び
構築物
（千円）

機械装置
及び運搬
具
（千円）

土地
（千円）
（面積㎡）

その他
（千円）

合計
（千円）

本社工場

（神奈川県小田原市）

ワンマンバ

ス機器の製

造販売事業

本社・工場 163,1311,492
210,000

(1,524.60)
27,642402,26670

仙台営業所

（宮城県仙台市太白区）
〃 事務所 420 －

19,990

(326.13)
10720,5171

西日本営業所

（福岡県福岡市博多区）
〃 事務所 8,035 －

7,981

(82.20)
74916,7653

関西営業所

（大阪府大阪市住之江区）
〃 事務所 229 －

－

(－)
759 988 4

東京営業所

（東京都港区）
〃 事務所 234 －

－

(－)
8 242 1

（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他の内訳は、工具、器具及び備品であります。

３．リース契約により設備を賃借しておりますが、内容の重要性が乏しくまた契約１件当たりの金額が少額のた

め、記載を省略しております。　

　

(2）国内子会社

　 平成23年12月31日現在

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名
称

設備の内容

帳簿価額
従業員
数
（人）

建物及び構
築物
（千円）

機械装置及
び運搬具
（千円）

土地
（千円）
（面積㎡）

その他
（千円）

合計
（千円）

㈱オーバルテック

本社工場

（神奈川県

  小田原市）

ワンマンバス機

器の製造事業
生産設備 70 4,281

－

(－)

[1,026.56]

1,905 6,257
40

(6)

（注）１．上記のうち、土地と建物は当社が小田原報徳自動車株式会社より月額1,040千円で借り上げ、株式会社オーバ

ルテックに月額1,600千円で賃貸しているものであります。なお、土地の［　］は外数であり、賃借している面

積であります。

２．臨時雇用者数（パートタイマー、アルバイトを含みます。）は、年間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

　

３【設備の新設、除却等の計画】

　当社グループの設備投資については、生産計画や生産効率を総合的に勘案し、継続的に更新を実施しております。子

会社である株式会社オーバルテックにおきましては、当社の決裁を得て実施しております。

　  (1）重要な設備の新設等

　重要な設備の新設に関する計画はありません。

　

(2）重要な改修

　重要な改修に関する計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

 ①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

 

 ②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年３月28日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,539,600　 1,539,600　

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

１単元の株式数は、100株であ

ります。完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限定のな

い当社における標準となる株

式であります。

計 1,539,600　 1,539,600　 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　  該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日

（注）１
1,233,4021,239,600 － 69,500 － 49,500

平成21年３月16日

（注）２
300,000　 1,539,600　 249,750319,250　 249,750299,250　

（注）１．平成20年６月12日開催の取締役会決議に基づき、平成20年７月１日付で普通株式１株につき200株に分割し

たため、発行済株式総数が1,233,402株増加しております。

２．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集） 

発行価格　　　　1,800円

引受価額        1,665円

資本組入額      832.50円

払込金総額      499,500千円 　

　

（６）【所有者別状況】

　 平成23年12月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数　100株） 単元未満株
式の状況
（株）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） －　 7　 7　 22　 6　 1　 852　 895　 －

所有株式数（単元） －　 804　 352　 2,009　 135　 1　 12,090　 15,391　 500　

所有株式数の割合

（％）
－　 5.2　 2.3　 13.0　 0.9　 0.0　 78.6　    100.0 －

　（注）　自己株式293株は、「個人その他」に２単元及び「単元未満株式の状況」に93株を含めて記載しております。
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（７）【大株主の状況】

　 平成23年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

津川　善夫 神奈川県小田原市 581,400　 37.8　

株式会社小田原鉄工所 東京都町田市つくし野二丁目16-15 179,400　 11.7　

小田原機器社員持株会 神奈川県小田原市中町一丁目11-３ 95,900　 6.2　

上坂　徹太郎 静岡県熱海市 60,000　 3.9　

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社(信託口)
東京都中央区晴海一丁目８-11 58,300 3.8

津川　髙行 東京都町田市 58,200　 3.8　

重田　康光 東京都港区 28,200　 1.8　

川嶋　良久 神奈川県小田原市 24,000　 1.6　

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川四丁目12-３ 21,100　 1.4　

高橋　弘 静岡県熱海市 20,000　 1.3　

計 － 1,126,500　 73.2　

　（注）　上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は、すべて信託業務に係る株式であります。

　

（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,538,900 15,389　 －

単元未満株式 普通株式　　　　500 － －

発行済株式総数 　　　　　1,539,600　 － －

総株主の議決権 － 15,389　 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれています。

　

②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

小田原機器

小田原市中町

一丁目11番３号
　200 　－ 　200 　0.01

計 － 　200 　－ 　200 　0.01
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（９）【ストック・オプション制度の内容】

　該当事項はありません。　
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　　会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得

　

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

　

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 　129 　112,133

当期間における取得自己株式 　－ 　－

　（注）　当期間における取得自己株式には、平成24年３月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

　　　　　買取りによる株式は含まれておりません。　

　

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分
当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己

株式
　－ 　－ 　－ 　－

消却の処分を行った取得自己株式 　－ 　－ 　－ 　－

合併、株式交換、会社分割に係る移転を

行った取得自己株式
　－ 　－ 　－ 　－

その他（－） 　－ 　－ 　－ 　－

保有自己株式数 　293 　－ 　293 　－

　（注）　当期間における保有自己株式には、平成24年３月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

　　　　　買取りによる株式は含まれておりません。
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３【配当政策】

　当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した

剰余金の配当を継続して実施していくことを基本方針としております。なお、当社の剰余金の配当は、期末配当の年１

回を基本的な方針としております。

　配当の決定機関は、期末配当については株主総会でありますが、中間配当については取締役会の決議により、会社法

第454条第５項に定める剰余金の中間配当をすることができる旨を定款に定めております。

　配当を実施するにあたっては配当性向を重要な指標とし、毎期30％の配当性向を確保することを目標としておりま

す。加えて、業績にかかわらず安定配当部分として25円の配当を設けることといたします。これにより、連結当期純利

益の30％が安定配当部分の総額を下回った場合は、安定配当部分のみ配当し、連結当期純利益の30％が安定配当部分

の総額を上回った場合は、安定配当部分に業績連動部分も含めて、連結当期純利益の30％を配当することといたしま

す。

　平成23年12月期の配当につきましては、平成24年３月28日開催の定時株主総会決議において、上記方針に基づき、１

株当たり25円の配当を実施いたしました。この結果、当事業年度の配当総額は38,482千円となりました。また、内部留

保資金につきましては、今後の事業展開への備えとして活用していくこととしております。

　次期の配当につきましても、引続き上記方針に基づき実施する予定であります。　　

 

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期

決算年月 平成19年12月 平成20年12月 平成21年12月 平成22年12月 平成23年12月

最高（円） － － 1,830　 1,229　 950　

最低（円） － － 1,160　 870　 645　

（注）  最高・最低株価は、平成22年３月31日以前はジャスダック証券取引所、平成22年４月１日から平成22年10月11

日までは大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）、平成22年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタ

ンダード）におけるものであります。

なお、平成21年３月16日付をもって同取引所に株式を上場いたしましたので、それ以前の株価については該当

事項はありません。 

　

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成23年７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 915　 853　 824　 800　 780　 799　

最低（円） 852　 777　 761　 770　 658　 707　

（注）  最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。
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５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数（株）

取締役会長 　 津川　善夫 昭和22年６月24日生

昭和45年４月　沖ユニバック㈱入社

昭和52年３月　㈱小田原鉄工所入社

昭和54年10月　当社専務取締役

昭和61年４月　代表取締役専務

平成２年３月　代表取締役社長

平成11年10月　㈱オーバルテック取締役会長

平成13年６月　㈱市丸技研取締役

平成18年３月　㈱オーバルテック取締役

平成22年３月　㈱オーバルテック代表取締役社長

平成24年３月　取締役会長（現任）

　　　　　　　㈱オーバルテック取締役（現任）

(注)２581,400　

代表取締役

社長　

生産管理部長

兼技術部担当

　

入山　圭司 昭和26年７月７日生

昭和50年４月　㈱小田原鉄工所入社

平成２年10月　当社技術部機械設計課長

平成９年４月　製造部計画課長

平成15年４月　技術部次長

平成17年４月　生産管理部長

平成20年３月　取締役生産管理部長

㈱オーバルテック取締役

平成22年１月　常務取締役生産管理部長

平成24年２月　常務取締役生産管理部長兼技術部

担当　　　　　　

平成24年３月　代表取締役社長生産管理部長兼技術

　　　　　　　部担当（現任）

　　　　　　　㈱オーバルテック代表取締役社長

　　　　　　　（現任）　

(注)２ 12,000　

常務取締役
経理部長兼

総務部担当　
峯岸　正博 昭和23年３月25日生

昭和46年５月　㈱小田原鉄工所入社

昭和56年７月　当社総務部経理課長

平成７年３月　総務部次長

平成９年４月　製造部次長

平成10年４月　総務部長

平成11年10月　㈱オーバルテック取締役（現任）

平成18年３月　取締役総務部長

平成19年８月　取締役経理部長兼総務部担当

平成24年３月　常務取締役経理部長兼総務部担当

　　　　　　　（現任）　

(注)２ 15,000　

取締役 営業部長 内藤　宏 昭和42年３月８日生

平成元年４月　当社入社

平成７年３月　営業部営業一課グループ長

平成13年４月　製造部製造課第一グループ長

平成14年４月　営業部業務課グループ長

平成18年１月　営業部エリアマネージャー

平成19年10月　営業部長

平成20年３月　取締役営業部長（現任）

㈱オーバルテック取締役（現任）

(注)２1,600　　　
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数（株）

常勤監査役 　 中村　孝 昭和24年５月28日生

昭和48年４月　㈱横浜銀行入行

平成４年７月　同行中央林間支店長

平成９年２月　同行たまプラーザ支店長

平成15年２月　㈱バンクカードサービス事務システ

ム部長

平成18年７月　横浜振興㈱駐車場事業部長

平成19年６月　当社監査役（現任）

㈱オーバルテック監査役（現任）

(注)３ －　

監査役 　 熊谷　輝美 昭和38年１月22日生

昭和61年４月　日本通運㈱入社

平成４年10月　中央新光監査法人（その後みすず監

査法人となり自主解散）入所

平成８年４月　公認会計士登録

平成16年２月　税理士登録

熊谷公認会計士・税理士事務所開設

（現任）

平成19年４月　光アカウンティング㈱代表取締役

（現任）

平成20年３月　当社監査役（現任）

㈱オーバルテック監査役（現任）

平成21年３月　爽監査法人社員（現任）

(注)３ －　

監査役 　 大谷　道典 昭和26年９月10日生

昭和49年４月　小田原信用金庫（現さがみ信用

　　　　　　　金庫）入庫

平成12年11月　同庫駅前支店長

平成14年６月　同庫酒匂支店長

平成17年６月　同庫資金運用部長

平成22年４月　同庫監査部推進役

平成24年３月　当社監査役（現任）

(注)３ －　

　 　 　 　 計 　 610,000　

（注）１．監査役　中村孝、熊谷輝美及び大谷道典は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

２．平成24年３月28日から２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結のときま

でであります。

３．平成24年３月28日から４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結のときま

でであります。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

(1）企業統治の体制

①　企業統治の体制の概要

　当社の取締役会は、取締役４名で構成されており、会社の経営上の意志決定機関として、取締役会規程に

則って、経営方針や事業計画など重要事項の審議及び意思決定を行うほか、取締役による職務執行を監督し

ております。取締役会は、毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて随時開催しております。

　当社は監査役会設置会社であり、監査役３名（うち常勤監査役１名）で構成され、監査役間の情報交換を緊

密に行うよう努めております。監査役会は毎月１回定期的に開催され、監査方針及び監査計画の策定、監査役

監査調書の報告等、監査役監査に関わる事項を監査役間で議論し、監査の精度向上に努めております。また、

常勤監査役は経営会議等の重要な会議に出席し、業務内容の聴取や重要な決裁書類の閲覧等を通じて当社の

職務執行状況を常に監査できる体制となっております。

　なお、会計監査人として新日本有限監査法人を選任しており、定期的な監査のほか会計上随時確認を行う

等、適正な会計処理に努めております。その他必要に応じて顧問弁護士及び顧問税理士に助言を求め、健全な

企業活動の運営を図っております。

　当社の経営組織及びコーポレート・ガバナンス体制の組織図は以下のとおりであります。　

　

②　企業統治体制を採用する理由

　当社は社外監査役３名を選任することにより、多角的な視点から意見・提言により、外部の視点を取り入

れ、経営に活かしております。また、社外監査役による取締役の職務執行に対する監査機能により、職務執行

に対してガバナンスが機能されることから現状の体制を採用しております。

③　内部統制システムの整備状況

　当社の取締役会は、法令遵守による企業運営の適正化及び内部統制関連法令に対応するため、内部統制シス

テム構築の基本方針を決議し、代表取締役の指示のもと内部統制システム構築に取り組んでおります。また、

本システムが適正に機能し、運用が継続されるように評価及び是正を行っております。

④　リスク管理体制の整備

　当社のリスク管理体制は、経営に重大な影響を及ぼす様々なリスクを未然に防止するため、取締役会や各種

会議、各部門でのミーティング等を通じて、経営方針に基づく業務活動全般について進捗状況をチェック

するとともに、法令及び社内規程の変更点等を周知しております。

　また、会社に損害を及ぼす様々なリスクについて、事前に識別、分析、評価及びその対処方法を検討するため

「リスク管理委員会」を設置しており、リスクに対する具体的な対処方法及び管理の体制等について定めた

「リスク管理規程」に沿って適切なリスク管理体制を整備しております。加えて、緊急時、会社に損害、損失

等が発生しつつある状況においては、その状況からすみやかに脱却することを目的として、代表取締役を本

部長とする「危機管理本部」を設置しております。また、地震等の大規模災害により緊急事態に陥った際、業

務の早期回復を行うため、発生時から復旧に向けての対策を織り込んだ「事業継続計画（ＢＣＰ）」を策定

しております。

(2）内部監査及び監査役監査の状況
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　内部監査につきましては、代表取締役直轄の組織である内部監査室（１名）が担当部署となり、内部監査規程

に基づいて計画的に実施しております。内部監査担当者は年間監査計画に基づき、往査によって監査を実施し

ており、網羅的、効率的な内部監査の実施に努めております。

　監査役監査につきましては、監査役３名で実施されております。なお、監査役３名のうち１名は公認会計士の

資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。監査活動は、監査役会が定

めた監査方針のもと、取締役会や経営会議等の重要会議への出席、重要書類等の検証、業務状況の調査などを通

じ取締役の職務執行の監査を行っています。

　監査役会は監査の質的向上及び効率化並びにコーポレート・ガバナンスの充実・強化への寄与を目的として

会計監査人との間で相互の監査計画・監査の実施状況及び結果その他監査上の重要事項について積極的に情

報

交換を行う等、連携強化を図っております。また、内部監査室との間で定期的に会合を持ち、内部統制及び

コンプライアンスに関する意見交換を行い、連携を図っております。

　

(3）社外取締役及び社外監査役

①　コーポレート・ガバナンスにおいて果たす機能及び役割

　当社は、社外監査役を３名選任しております。　　

　社外監査役中村孝氏は、長年にわたり金融業に携わった豊富な経験と知識から監査に適任と判断し選任し

ております。また、常勤監査役として常時出社し日々の監査業務にあたっております。社外監査役熊谷輝美氏

は、公認会計士であり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており、公認会計士の視点から監査の実

効性向上を図るため選任しております。社外監査役大谷道典氏は、長年にわたり金融業に携わった豊富な経

験と知識による監査の実効性向上を図るため選任しております。

②　会社との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係の概要　

　当社と社外監査役との人的関係、資本的関係または取引関係その他利害関係はありません。

③　社外取締役及び社外監査役の選任状況に関する考え方

　当社は社外取締役を選任しておりません。当社は、経営の意思決定機能と取締役の職務執行を監督する取締

役会に対し、監査役３名中３名を社外監査役とすることで経営への監視機能を強化しております。コーポ

レート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的、中立の経営監視の機能が重要と考えており、社外監査役３

名による監査が実施されることにより、外部からの経営監視機能が十分に機能する体制が整っているため、

現状の体制としております。　　

　

(4）役員報酬の内容（平成23年12月期）

①　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額

（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる

役員の員数

（人）
基本報酬

ストック

オプション
賞与 退職慰労金

　取締役

（社外取締役を除く）
53,571　 42,091　 　－ 　－ 　11,479 　6

　監査役

（社外監査役を除く）　
　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

　社外役員 14,376　 　13,356 　－ 　－ 　1,020 　3

 （注）１．取締役の報酬限度額は、平成20年３月28日開催の第29期定時株主総会において、年額150,000千円以

　　　　　 内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議しております。

　　 　２. 監査役の報酬限度額は、平成18年３月24日開催の第27期定時株主総会において、年額20,000千円以

           内と決議しております。

　　　 ３. 社外取締役は選任しておりません。　

②　役員ごとの役員報酬等

　　報酬等の総額が１億円以上の役員がいないため記載を省略しております。
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③　使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの 

総額（千円） 対象となる役員の員数（人） 内容

 19,364 　4 部門長等の使用人としての給与であります。

④　役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法

　　当社は役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針は定めておりません。

　　

(5）会計監査の状況

①　業務を執行した公認会計士の氏名、所属する監査法人名及び継続監査年数

公認会計士の氏名等 所属する監査法人名

指定有限責任社員

業務執行社員

長田　清忠
新日本有限責任監査法人

月本　洋一

（注）　継続監査年数については、全員７年以内であるため、記載を省略しております。

②　監査業務に係る補助者の構成

公認会計士　６名

　

(6）取締役の定数

　当社の取締役は、10名以内とする旨を定款に定めております。

　

(7）取締役の選任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議要件について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の過半数もって行う旨、及びその選任決議は、累積投票によらないものとする旨を

定款に定めております。

　

(8）株主総会の特別決議要件

　当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株

主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもってこれを行う旨を定款に

定めております。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を

行うことを目的とするものであります。

　

(9）自己株式の取得

　当社は自己の株式の取得について、会社の業務または財産の状況、その他の事情に対応して、機動的な資本政

策を遂行するため、会社法第165条第２項の規定に基づき、取締役会の決議によって市場取引等により自己株式

を取得できる旨を定款で定めております。

　

(10）中間配当に関する事項

　当社は、会社法第454条第５項の規定に基づき、取締役会の決議によって中間配当をすることができる旨を定

款に定めております。これは、中間配当を取締役会の権限とすることにより、機動的な利益還元を可能とするも

のであります。
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(11）株式の保有状況 

①　投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

　　　　　　　　　　　　　　　11銘柄　　176,626千円

②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目

的

　　前事業年度

　　　特定投資株式　

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（千円）
保有目的

㈱小田原エンジニアリング 151,200 139,557安定株主として長期保有

㈱東芝 44,773 19,789主要顧客との良好な取引関係維持

京成電鉄㈱ 29,430 15,951主要顧客との良好な取引関係維持

レシップホールディングス㈱ 10,000 6,980情報の収集

㈱横浜銀行 11,000 4,631取引関係の円滑化

神奈川中央交通㈱ 10,000 4,010主要顧客との良好な取引関係維持

㈱静岡銀行 5,000 3,745取引関係の円滑化

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャルグループ 6,400 2,809取引関係の円滑化

第一生命保険㈱ 8 1,055取引関係の円滑化

㈱東武ストア 2,000 484主要顧客との良好な取引関係維持

　

　　当事業年度

　　　特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（千円）
保有目的

㈱小田原エンジニアリング 151,200 120,960安定株主として長期保有

京成電鉄㈱ 32,047 18,138主要顧客との良好な取引関係維持

㈱東芝 46,766 14,731主要顧客との良好な取引関係維持

レシップホールディングス㈱ 10,000 6,880情報の収集

神奈川中央交通㈱ 10,000 4,150主要顧客との良好な取引関係維持

㈱静岡銀行 5,000 4,055取引関係の円滑化

㈱横浜銀行 11,000 4,004取引関係の円滑化

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャルグループ 6,400 2,092取引関係の円滑化

第一生命保険㈱ 8 605取引関係の円滑化

㈱東武ストア 2,000 526主要顧客との良好な取引関係維持

　

　　　みなし保有株式

　　　　該当事項はありません。
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③　保有目的が純投資目的である投資株式の前事業年度及び当事業年度における貸借対照表計上額の合計額並

びに当事業年度における受取配当金、売却損益及び評価損益の合計額　

　
前事業年度（千

円）
当事業年度（千円）

　
貸借対照表計上額

の合計額　

貸借対照表計上額

の合計額

受取配当金

の合計額

売却損益

の合計額

評価損益

の合計額

非上場株式  － － － － －

上記以外の株式 2,201 2,118 38 － 446

　

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分
前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（千円）

非監査業務に基づく報
酬（千円）

監査証明業務に基づく
報酬（千円）

非監査業務に基づく報
酬（千円）

提出会社 24,000 － 22,000 3,000

連結子会社 － － － －

計 24,000 － 22,000 3,000

　

②【その他重要な報酬の内容】

　該当事項はありません。 

　

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

（前連結会計年度）

　該当事項はありません。

（当連結会計年度）

　当社は、新日本有限責任監査法人に対して、事業継続計画（ＢＣＰ）の策定に関する助言業務についての対価を

支払っております。

　

④【監査報酬の決定方針】

　当社は、監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針を特に定めておりませんが、監査日数、当社の規模及び

業務の性質等を考慮したうえで決定しております。　
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前連結会計年度（平成22年１月１日から平成22年12月31日まで）は、改正前の連結財務諸表規則に基づき、

当連結会計年度（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）は、改正後の連結財務諸表規則に基づいて作成し

ております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前事業年度（平成22年１月１日から平成22年12月31日まで）は、改正前の財務諸表等規則に基づき、当事業

年度（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）は、改正後の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成22年１月１日から平成22年12月

31日まで）及び当連結会計年度（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）の連結財務諸表並びに前事業年度

（平成22年１月１日から平成22年12月31日まで）及び当事業年度（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）

の財務諸表について、新日本有限責任監査法人により監査を受けております。

　

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

　当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内容

を適切に把握し、的確に対応することができる体制を整備するため、監査法人との連携や各種セミナー等への積極的

な参加を行っております。
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１【連結財務諸表等】
（１）【連結財務諸表】
①【連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成22年12月31日)

当連結会計年度
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,498,404 1,256,318

受取手形及び売掛金 ※
 568,882

※
 557,682

有価証券 1,518,719 1,854,607

商品及び製品 1,388 958

仕掛品 175,353 140,872

原材料及び貯蔵品 144,039 214,336

繰延税金資産 21,575 79,085

未収還付法人税等 22,397 11,180

その他 30,776 21,380

貸倒引当金 △4,500 △4,500

流動資産合計 3,977,037 4,131,921

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 360,855 371,213

減価償却累計額 △182,517 △197,435

建物及び構築物（純額） 178,337 173,777

機械装置及び運搬具 45,483 42,616

減価償却累計額 △36,256 △36,843

機械装置及び運搬具（純額） 9,227 5,773

工具、器具及び備品 575,001 582,682

減価償却累計額 △534,584 △551,510

工具、器具及び備品（純額） 40,417 31,172

土地 238,226 238,226

有形固定資産合計 466,209 448,950

無形固定資産

ソフトウエア 32,542 17,501

その他 4,104 4,104

無形固定資産合計 36,647 21,605

投資その他の資産

投資有価証券 956,588 734,886

繰延税金資産 30,437 44,490

その他 294,244 301,084

貸倒引当金 △22,012 △24,463

投資その他の資産合計 1,259,258 1,055,997

固定資産合計 1,762,115 1,526,554

資産合計 5,739,153 5,658,475

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

有価証券報告書

36/96



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成22年12月31日)

当連結会計年度
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 287,830

※
 337,939

短期借入金 120,000 120,000

賞与引当金 24,134 23,425

製品保証引当金 26,385 157,692

その他 66,159 83,240

流動負債合計 524,509 722,296

固定負債

退職給付引当金 129,358 144,461

役員退職慰労引当金 140,180 136,411

その他 120 120

固定負債合計 269,658 280,993

負債合計 794,168 1,003,290

純資産の部

株主資本

資本金 319,250 319,250

資本剰余金 299,250 299,250

利益剰余金 4,283,271 4,011,762

自己株式 △164 △276

株主資本合計 4,901,607 4,629,986

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,377 25,199

その他の包括利益累計額合計 43,377 25,199

純資産合計 4,944,984 4,655,185

負債純資産合計 5,739,153 5,658,475
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】
【連結損益計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 2,126,566 1,917,462

売上原価 1,500,283 1,474,810

売上総利益 626,283 442,651

販売費及び一般管理費

役員報酬 68,966 55,447

給料手当及び賞与 142,606 148,997

賞与引当金繰入額 6,511 6,867

役員退職慰労引当金繰入額 11,441 12,499

アフターサービス費 47,897 59,719

製品保証引当金繰入額 26,385 31,423

研究開発費 ※1
 47,510

※1
 67,493

その他 246,616 246,353

販売費及び一般管理費合計 597,933 628,801

営業利益又は営業損失（△） 28,349 △186,150

営業外収益

受取利息 16,081 16,122

受取配当金 2,246 3,258

受取保険料 14,006 18,798

匿名組合投資利益 12,012 －

助成金収入 18,253 2,040

その他 9,076 3,953

営業外収益合計 71,676 44,172

営業外費用

支払利息 1,580 1,474

売上割引 1,403 2,586

リース解約損 － 1,200

その他 859 353

営業外費用合計 3,843 5,613

経常利益又は経常損失（△） 96,182 △147,591

特別利益

固定資産売却益 ※2
 1,509

※2
 200

貸倒引当金戻入額 3,562 －

特別利益合計 5,071 200

特別損失

固定資産売却損 ※3
 3,089

※3
 145

固定資産除却損 ※4
 239

※4
 686

投資有価証券売却損 185 －

貸倒引当金繰入額 1,825 －

製品保証引当金繰入額 － 126,269

減損損失 － ※5
 13,239

特別損失合計 5,340 140,341

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

95,914 △287,732
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 23,316 1,683

法人税等調整額 41,811 △56,393

法人税等合計 65,127 △54,709

少数株主損益調整前当期純損失（△） － △233,023

少数株主利益 － －

当期純利益又は当期純損失（△） 30,787 △233,023
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【連結包括利益計算書】
（単位：千円）

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前当期純損失（△） － △233,023

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △18,177

その他の包括利益合計 － ※2
 △18,177

包括利益 － ※1
 △251,201

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 － △251,201

少数株主に係る包括利益 － －
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③【連結株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 319,250 319,250

当期末残高 319,250 319,250

資本剰余金

前期末残高 299,250 299,250

当期末残高 299,250 299,250

利益剰余金

前期末残高 4,307,909 4,283,271

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 30,787 △233,023

当期変動額合計 △24,638 △271,509

当期末残高 4,283,271 4,011,762

自己株式

前期末残高 － △164

当期変動額

自己株式の取得 △164 △112

当期変動額合計 △164 △112

当期末残高 △164 △276

株主資本合計

前期末残高 4,926,409 4,901,607

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 30,787 △233,023

自己株式の取得 △164 △112

当期変動額合計 △24,802 △271,621

当期末残高 4,901,607 4,629,986

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △2,691 43,377

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

46,068 △18,177

当期変動額合計 46,068 △18,177

当期末残高 43,377 25,199

その他の包括利益累計額合計

前期末残高 △2,691 43,377

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

46,068 △18,177

当期変動額合計 46,068 △18,177

当期末残高 43,377 25,199
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

純資産合計

前期末残高 4,923,718 4,944,984

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 30,787 △233,023

自己株式の取得 △164 △112

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 46,068 △18,177

当期変動額合計 21,266 △289,799

当期末残高 4,944,984 4,655,185
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

95,914 △287,732

減価償却費 66,576 58,259

減損損失 － 13,239

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,991 2,451

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,857 △709

製品保証引当金の増減額（△は減少） △4,715 131,307

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,495 15,103

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △129,421 △3,769

受取利息及び受取配当金 △18,328 △19,380

支払利息 1,580 1,474

受取保険料 △14,006 △18,798

投資有価証券売却損益（△は益） 185 －

匿名組合投資損益（△は益） △12,012 －

固定資産売却損益（△は益） 1,580 △54

固定資産除却損 239 686

その他 － 158

売上債権の増減額（△は増加） 379,431 8,748

たな卸資産の増減額（△は増加） 47,687 △35,384

その他の資産の増減額（△は増加） △6,762 9,207

仕入債務の増減額（△は減少） △5,188 50,108

その他の負債の増減額（△は減少） △21,476 2,420

小計 384,646 △72,662

利息及び配当金の受取額 18,846 19,272

利息の支払額 △1,559 △1,447

法人税等の支払額 △47,945 △14,708

法人税等の還付額 143,568 25,023

営業活動によるキャッシュ・フロー 497,555 △44,523

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △590,000 △490,000

定期預金の払戻による収入 190,000 390,000

有価証券の増減額（△は増加） 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △22,109 △28,718

有形固定資産の売却による収入 20,179 2,127

無形固定資産の取得による支出 △8,075 －

投資有価証券の取得による支出 △161,789 △62,804

投資有価証券の売却及び償還による収入 148,800 50,000

出資金の回収による収入 22,554 －

その他の支出 △19,272 △18,540

その他の収入 105,726 33,065

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,986 △124,870
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当連結会計年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △164 △115

配当金の支払額 △55,425 △37,847

財務活動によるキャッシュ・フロー △55,590 △37,962

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 327,978 △207,357

現金及び現金同等物の期首残高 2,251,144 2,579,123

現金及び現金同等物の期末残高 ※
 2,579,123

※
 2,371,766
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【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

項目
前連結会計年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項 連結子会社の数　１社

連結子会社の名称

㈱オーバルテック

連結子会社の数　１社

連結子会社の名称

同左

２．持分法の適用に関する事

項

　当社は持分法適用の対象となる非連結子

会社及び関連会社を有していないため、持

分法適用会社はありません。

同左

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項

　連結子会社の事業年度の末日は、連結決算

日と一致しております。

同左

４．会計処理基準に関する事

項

　 　

(1）重要な資産の評価基準

及び評価方法

イ　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　連結決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資産直入

法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）を採用しておりま

す。

イ　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同左

　 時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用し

ております。

時価のないもの

同左

　 ロ　たな卸資産

商品、製品、原材料及び仕掛品

　総平均法（月別）による原価法（貸

借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）を採用

しております。

ロ　たな卸資産

商品、製品、原材料及び仕掛品

同左

(2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法

イ　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。

　ただし、平成10年４月１日以降に取得し

た建物（建物附属設備を除く）について

は定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであり

ます。

建物及び構築物　　　　10～29年

工具、器具及び備品　　２～５年

イ　有形固定資産（リース資産を除く）

同左

　 ロ　無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウエアについて

は、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっております。　

ロ　無形固定資産（リース資産を除く）

同左

　 ハ　リース資産　

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。 

ハ　リース資産　

同左
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項目
前連結会計年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

(3）重要な引当金の計上基

準

イ　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績等を勘案し

て必要額を、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

イ　貸倒引当金

同左

　 ロ　賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に

備えるため、支給見込額のうち当連結会

計年度に負担すべき額を計上しておりま

す。

ロ　賞与引当金

同左

　 ハ　製品保証引当金

　保証期間内に発生する無償修理に対す

る支出に備えるため、過去の実績率等を

基礎として無償修理費の見積額を計上し

ております。

ハ　製品保証引当金

同左

　 ニ　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務（簡便

法により自己都合要支給額の100％）に

基づき計上しております。

ニ　退職給付引当金

同左

　 ホ　役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、

規程に基づく当連結会計年度末要支給額

を計上しております。

ホ　役員退職慰労引当金

同左

(4）連結キャッシュ・フ

ロー計算書における資

金の範囲

──────   手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

(5）その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

イ　匿名組合への参加と会計処理

　当社はレバレッジド・リースを目的と

した匿名組合への参加契約を締結し、

70,000千円を出資しております。当社の

出資に係る匿名組合の持分を適正に評価

するため、当社の負担すべき投資損益を

出資金に直接加減しております。

　イ　　　　　──────

　 　なお、レバレッジド・リースを目的とし

た匿名組合への出資については、平成22

年９月30日に払戻が完了しております。

　

　 ロ　消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

ロ　消費税等の会計処理

同左

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

　連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては、全面時価評価法を採用しております。

──────
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項目
前連結会計年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

６．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

からなっております。

──────

　

【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

前連結会計年度
（自 平成22年１月１日
至 平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自 平成23年１月１日
至 平成23年12月31日）

────── （資産除去債務に関する会計基準の適用）

　 　当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

────── (連結損益計算書）

　当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の

一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令

第５号）を適用し、「少数株主損益調整前当期純損失」の

科目で表示しております。

　

【追加情報】

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

────── 　当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額

等合計」の金額を記載しております。

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

有価証券報告書

47/96



【注記事項】

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成22年12月31日）

当連結会計年度
（平成23年12月31日）

※　連結会計年度末日満期手形 ※　連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形

交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当連結会計年度の末日は金融機関の休日であった

ため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末

残高に含まれております。

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形

交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当連結会計年度の末日は金融機関の休日であった

ため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末

残高に含まれております。

受取手形 1,340千円

支払手形 41,603千円

受取手形 2,237千円

支払手形 39,285千円

　

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

※１　研究開発費の総額 ※１　研究開発費の総額

一般管理費に含まれる研究開発費 47,510千円 一般管理費に含まれる研究開発費 67,493千円

※２　固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 ※２　固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 1,509千円 機械装置及び運搬具 200千円

※３　固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 ※３　固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。

土地 3,089千円 機械装置及び運搬具 135千円

工具、器具及び備品 9千円

　計 145千円

※４　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 ※４　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

機械装置及び運搬具　 107千円

工具、器具及び備品　 131千円

　計　 239千円

建物及び構築物　 101千円

工具、器具及び備品　 585千円

　計　 686千円

　５　　　　　　　　────── ※５　減損損失

　 　当連結会計年度において、当社グループは以下の資

産グループについて減損損失を計上しております。　

　（単位：千円）

用途 場所 種類 金額

遊休資産 小田原市
リース資産
（賃貸借取引）

　
13,239千円

　当社グループは、主として継続的に収支の把握を

行っている管理会計上の区分を基礎としてグルーピ

ングを行っており、遊休資産については各資産を最小

単位としてグルーピングを行っております。

　当連結会計年度において、リース設備の稼動率が著

しく低下し、今後の利用見込がないことから、遊休資

産としてグルーピングし、未経過リース料相当額を減

損損失として特別損失に計上しております。　
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（連結包括利益計算書関係）

当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

※１　当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益

親会社株主に係る包括利益 76,856千円

少数株主に係る包括利益 －

計 76,856

　

※２　当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益

その他有価証券評価差額金 46,068千円

計 46,068

　

　　

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末株
式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式 　 　 　 　

　普通株式 1,539,600 － － 1,539,600

合計 1,539,600 － － 1,539,600

自己株式 　 　 　 　

　普通株式（注） － 164 － 164

合計 － 164 － 164

（注）　普通株式の自己株式の株式数の増加164株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

　

２．新株予約権等に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（千円）

前連結会計
年度末

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

提出会社

平成18年ストック・オ

プションとしての新株

予約権

－ － － － － －

合計 － － － － －

（注）　ストック・オプションとして付与されている新株予約権であるため、目的となる株式の種類及び目的となる株

式の数の記載を省略しております。
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３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年３月30日

定時株主総会
普通株式 55,425 36 平成21年12月31日平成22年３月31日

　

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年３月29日

定時株主総会
普通株式 38,485利益剰余金 25 平成22年12月31日平成23年３月30日

　

当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末株
式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式 　 　 　 　

　普通株式 1,539,600 － － 1,539,600

合計 1,539,600 － － 1,539,600

自己株式 　 　 　 　

　普通株式（注） 164 129 － 293

合計 164 129 － 293

（注）　普通株式の自己株式の株式数の増加129株は、単元未満株式の買取りによるものであります。

　

２．新株予約権等に関する事項　

　該当事項はありません。

　

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成23年３月29日

定時株主総会
普通株式 38,485 25 平成22年12月31日平成23年３月30日

　

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年３月28日

定時株主総会
普通株式 38,482利益剰余金 25 平成23年12月31日平成24年３月29日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,498,404千円

有価証券 1,518,719千円

　　計 3,017,123千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△438,000千円

現金及び現金同等物 2,579,123千円

現金及び預金 1,256,318千円

有価証券 1,854,607千円

　　計 3,110,926千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金

△538,000千円

　

償還期限が３ヶ月を超える

債券等　

△201,159千円

　

現金及び現金同等物 2,371,766千円

　

　

（リース取引関係）

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

　リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

　リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

　
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置及び
運搬具

40,57119,14221,428

合計 40,57119,14221,428

　
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

機械装置及び
運搬具

8,945 6,815 2,129

合計 8,945 6,815 2,129

２．未経過リース料期末残高相当額 ２．未経過リース料期末残高相当額

１年内 5,906千円

１年超 16,298千円

合計 22,204千円

１年内 1,352千円

１年超 920千円

合計 2,273千円

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 ３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

支払リース料 7,297千円

減価償却費相当額 6,589千円

支払利息相当額 726千円

支払リース料 5,470千円

減価償却費相当額 5,012千円

支払利息相当額 444千円

４．減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

によっております。

４．減価償却費相当額の算定方法

同左

５．利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額

を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法

によっております。

５．利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はありません。

（減損損失について）

同左
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（金融商品関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）　

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性または流動性の高い金融資産で運用し、また、資金調達につ

いては自己資金又は銀行借入で賄う方針であります。デリバティブ取引は利用しておりません。

(2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

有価証券及び投資有価証券は、主に債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動

リスクがあります。

営業債務である支払手形及び買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。

短期借入金は主に運転資金に係る資金調達であります。

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社は、与信管理規程等に従い、営業債権について、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、取

引先の信用状況を定期的に把握する体制としております。連結子会社についても、当社の与信管理規程等

に準じて、同様の管理を行っております。

②　市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、

市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理　

当社グループでは、当社において、連結子会社も含め支払計画を適時に作成・更新するとともに、手許流

動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

平成22年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。な

お、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（（注）２．参

照）。

　
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金　 1,498,404 1,498,404 －

(2）受取手形及び売掛金　 568,882 568,882 －　

(3）有価証券及び投資有価証券　 　 　 　

　　　その他有価証券 2,474,824 2,474,824　 －　

資産計 4,542,111 4,542,111 －

(1）支払手形及び買掛金　 287,830　 287,830　 －

(2）短期借入金 120,000　 120,000　 　－

負債計 407,830　 407,830　 －　

　（注）１. 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　　　  資　産　　

　　　  (1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金

　　　　　    　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

        (3）有価証券及び投資有価証券

　　　　　    その他有価証券 

　　　　　　　　　これらの時価について、株式は取引所の価格、債券は取引金融機関から提示された価格、投資信託については、公

表されている基準価額によっております。
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　　　　　　　　　また、ＭＭＦ等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　　　　　　　　　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記をご参照ください。

　　     負　債

　　　   (1）支払手形及び買掛金、(2）短期借入金

　　　　　     これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

               　    　

　　　２. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額（千円） 

非上場株式 482

  　　　　　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(3）有価証券及

び投資有価証券　その他有価証券」には含めておりません。

　　　　　

　　　３. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額　

 
１年以内　
  (千円） 

１年超
５年以内　
  (千円） 

５年超
10年以内
  (千円） 

10年超　
  (千円） 

現金及び預金 1,492,778 － － －

受取手形及び売掛金 568,882 － － －

有価証券及び投資有価証券                     

　その他有価証券のうち満期があるもの 1,354,190320,000290,000 －

合計 3,415,851320,000290,000 －

　 

  （追加情報）

当連結会計年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年３月10日）及び「金融商品の

時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年３月10日）を適用しております。
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当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）　

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性または流動性の高い金融資産で運用し、また、資金調達につ

いては自己資金又は銀行借入で賄う方針であります。デリバティブ取引は利用しておりません。

(2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

有価証券及び投資有価証券は、主に債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動

リスクがあります。

営業債務である支払手形及び買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。

短期借入金は主に運転資金に係る資金調達であります。

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社は、与信管理規程等に従い、営業債権について、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、取

引先の信用状況を定期的に把握する体制としております。連結子会社についても、当社の与信管理規程等

に準じて、同様の管理を行っております。

②　市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、

市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理　

当社グループでは、当社において、連結子会社も含め支払計画を適時に作成・更新するとともに、手許流

動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

平成23年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。な

お、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（（注）２．参

照）。

　
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金　 1,256,318 1,256,318 －

(2）受取手形及び売掛金　 557,682 557,682 －　

(3）有価証券及び投資有価証券　 　 　 　

　　　その他有価証券 2,589,011 2,589,011　 －　

資産計 4,403,011 4,403,011 －

(1）支払手形及び買掛金　 337,939　 337,939　 －

(2）短期借入金 120,000　 120,000　 　－

負債計 457,939　 457,939　 －　

　（注）１. 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　　　  資　産　　

　　　  (1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金

　　　　　    　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

        (3）有価証券及び投資有価証券

　　　　　    その他有価証券 

　　　　　　　　　これらの時価について、株式は取引所の価格、債券は取引金融機関から提示された価格、投資信託については、公

表されている基準価額によっております。

　　　　　　　　　また、ＭＭＦ等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　　　　　　　　　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記をご参照ください。

　　     負　債

　　　   (1）支払手形及び買掛金、(2）短期借入金

　　　　　     これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

               　    　

　　　２. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
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区分 連結貸借対照表計上額（千円） 

非上場株式 482

  　　　　　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(3）有価証券及

び投資有価証券　その他有価証券」には含めておりません。

　　　　　

　　　３. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額　

 
１年以内　
  (千円） 

１年超
５年以内　
  (千円） 

５年超
10年以内
  (千円） 

10年超　
  (千円） 

現金及び預金 1,250,938 － － －

受取手形及び売掛金 557,682 － － －

有価証券及び投資有価証券                     

　その他有価証券のうち満期があるもの 1,200,000140,000280,000 －

合計 3,008,620140,000280,000 －
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（有価証券関係）

前連結会計年度（平成22年12月31日）

１．その他有価証券

　 種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(1）株式 187,773 128,984 58,789

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 623,868 610,000 13,868

③　その他 － － －

(3）その他 131,021 130,446 575

小計 942,664 869,430 73,233

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(1）株式 13,441 14,378 △937

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 1,518,719 1,518,719 －

小計 1,532,160 1,533,098 △937

合計 2,474,824 2,402,528 72,296

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　482千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

種類 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

(1）株式 － － －

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 98,800 － 185

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 98,800 － 185
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当連結会計年度（平成23年12月31日）

１．その他有価証券

　 種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(1）株式 152,678 113,593 39,085

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 585,925 580,000 5,925

③　その他 － － －

(3）その他 131,641 131,129 511

小計 870,245 824,723 45,522

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(1）株式 25,583 31,891 △6,307

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 39,733 40,000 △266

③　その他 － － －

(3）その他 1,653,448 1,653,448 －

小計 1,718,765 1,725,339 △6,573

合計 2,589,011 2,550,062 38,948

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　482千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

　　　該当事項はありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）及び当連結会計年度（自　平成23年１月１日　

至　平成23年12月31日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。
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（退職給付関係）

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、退職金制度の50％相当額について確定拠出年金

制度を採用し、残額については退職一時金制度を採用し

ております。

　また、連結子会社は、勤労者退職金共済機構・中小企業

退職金共済事業本部の共済制度に加入しております。

　また当社は、これとは別に総合設立型の日本工作機械関

連工業厚生年金基金に加入しております。当該年金基金

制度の概要は次のとおりであります。

１．採用している退職給付制度の概要

同左

(1）制度全体の積立状況に関する事項

　　（平成22年３月31日現在）

年金資産の額 108,492百万円

年金財政計算上の給付債務の額 136,167百万円

差引額 △27,675百万円

(1）制度全体の積立状況に関する事項

　　（平成23年３月31日現在）

年金資産の額 105,046百万円

年金財政計算上の給付債務の額 132,729百万円

差引額 △27,683百万円

(2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

　　（平成22年３月31日現在）

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　0.30％

(2）制度全体に占める当社グループの掛金拠出割合

　　（平成23年３月31日現在）

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　0.29％

(3）補足説明

　上記(1）の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去

勤務債務残高25,571百万円及び資産評価調整額15,407百

万円、財政上の不足金13,302百万円であります。本制度に

おける過去勤務債務の償却方法は期間20年の元利均等償

却であります。

　なお、上記(2）の割合は当社グループの実際の負担割合

とは一致しません。

(3）補足説明

　上記(1）の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去

勤務債務残高26,082百万円及び資産評価調整額5,338百

万円、財政上の不足金3,737百万円であります。本制度に

おける過去勤務債務の償却方法は期間20年の元利均等償

却であります。

　なお、上記(2）の割合は当社グループの実際の負担割合

とは一致しません。

２．退職給付債務及びその内訳

①退職給付債務 129,358千円

②退職給付引当金　 129,358千円

２．退職給付債務及びその内訳

①退職給付債務 144,461千円

②退職給付引当金　 144,461千円

３．退職給付費用の内訳

①勤務費用 14,701千円

②確定拠出年金掛金　 12,743千円

③厚生年金基金拠出額　 17,193千円

④退職給付費用　 44,638千円

（注）当社は、総合設立型の日本工作機械関連工業厚生

年金基金に加入しており、費用処理した拠出額は上

記③のとおりであります。

３．退職給付費用の内訳

①勤務費用 18,628千円

②確定拠出年金掛金　 13,357千円

③厚生年金基金拠出額　 17,659千円

④退職給付費用　 49,645千円

（注）当社は、総合設立型の日本工作機械関連工業厚生

年金基金に加入しており、費用処理した拠出額は上

記③のとおりであります。

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しておりま

す。

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

同左
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（ストック・オプション等関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

１．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1）ストック・オプションの内容

　 平成18年ストック・オプション

決議年月日 平成18年11月13日

付与対象者の区分及び人数

当社取締役　　　　　３名

当社監査役　　　　　２名

当社従業員　　　　　10名

当社子会社従業員　　５名

株式の種類別のストック・オプションの数（注）１ 普通株式　7,000株

付与日 平成18年11月30日

権利確定条件 （注）２

対象勤務期間 （注）３

権利行使期間 平成20年12月１日から平成23年11月30日まで

（注）１．株式数に換算して記載しております。なお、当社は平成20年６月12日開催の取締役会決議に基づき、平成20年

７月１日付で普通株式１株につき200株とする株式分割を行っております。

２．①　新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社の役員また

は従業員いずれかの地位を保有していること、あるいは、当社と顧問契約を締結している場合に限る。た

だし、定年退職その他取締役会が正当な理由があると認めた場合は、この限りではない。

②　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は新株予約権を行使することができる。

③　その他の条件は、株主総会及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約

権割当契約書」に定めるところによる。

３．対象勤務期間の定めはありません。
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　当連結会計年度（平成22年12月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オ

プションの数については、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

　 平成18年ストック・オプション

権利確定前（株） 　

前連結会計年度末 －

付与 －

失効 －

権利確定 －

未確定残 －

権利確定後（株） 　

前連結会計年度末 6,400

権利確定 －

権利行使 －

失効 －

未行使残 6,400

　

②　単価情報

　 平成18年ストック・オプション

権利行使価格　　　　　　　　（円） 2,500

行使時平均株価　　　　　　　（円） －

公正な評価単価（付与日）　　（円） －

　

２．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

　平成18年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は、以下のとおりであります。

　ストック・オプションの付与日時点において、当社は株式を証券取引所に上場していないことから、ストッ

ク・オプションの公正な評価単価の見積方法を単位当たりの本源的価値の見積りによっております。また、

単位当たりの本源的価値の見積方法は、当社株式の評価額から権利行使価格を控除する方法で算定してお

り、当社株式の評価方法は、純資産価格等を基礎とした方法によっております。その結果、ストック・オプ

ションの当連結会計年度末における本源的価値の合計額は０円となっております。
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当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

１．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1）ストック・オプションの内容

　 平成18年ストック・オプション

決議年月日 平成18年11月13日

付与対象者の区分及び人数

当社取締役　　　　　３名

当社監査役　　　　　２名

当社従業員　　　　　10名

当社子会社従業員　　５名

株式の種類別のストック・オプションの数（注）１ 普通株式　7,000株

付与日 平成18年11月30日

権利確定条件 （注）２

対象勤務期間 （注）３

権利行使期間 平成20年12月１日から平成23年11月30日まで

（注）１．株式数に換算して記載しております。なお、当社は平成20年６月12日開催の取締役会決議に基づき、平成20年

７月１日付で普通株式１株につき200株とする株式分割を行っております。

２．①　新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社の役員また

は従業員いずれかの地位を保有していること、あるいは、当社と顧問契約を締結している場合に限る。た

だし、定年退職その他取締役会が正当な理由があると認めた場合は、この限りではない。

②　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は新株予約権を行使することができる。

③　その他の条件は、株主総会及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約

権割当契約書」に定めるところによる。

３．対象勤務期間の定めはありません。
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　当連結会計年度（平成23年12月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オ

プションの数については、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

　 平成18年ストック・オプション

権利確定前（株） 　

前連結会計年度末 －

付与 －

失効 －

権利確定 －

未確定残 －

権利確定後（株） 　

前連結会計年度末 6,400

権利確定 －

権利行使 －

失効 6,400

未行使残 －

　

②　単価情報

　 平成18年ストック・オプション

権利行使価格　　　　　　　　（円） 2,500

行使時平均株価　　　　　　　（円） －

公正な評価単価（付与日）　　（円） －

　

２．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

　平成18年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は、以下のとおりであります。

　ストック・オプションの付与日時点において、当社は株式を証券取引所に上場していないことから、ストッ

ク・オプションの公正な評価単価の見積方法を単位当たりの本源的価値の見積りによっております。また、

単位当たりの本源的価値の見積方法は、当社株式の評価額から権利行使価格を控除する方法で算定してお

り、当社株式の評価方法は、純資産価格等を基礎とした方法によっております。その結果、ストック・オプ

ションの当連結会計年度末における本源的価値の合計額は０円となっております。
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（税効果会計関係）

前連結会計年度
（平成22年12月31日）

当連結会計年度
（平成23年12月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円） （千円）

繰延税金資産（流動）

賞与引当金 9,653

製品保証引当金 10,554

貸倒引当金 1,800

その他 3,642

繰延税金資産（流動）小計 25,650

評価性引当額 △3,049

繰延税金資産（流動）合計 22,600

繰延税金負債（流動）

未収事業税 1,024

繰延税金負債（流動）合計 1,024

繰延税金資産（流動）の純額 21,575

　

繰延税金資産（固定）

退職給付引当金 51,743

役員退職慰労引当金 56,072

会員権 2,380

貸倒引当金 8,805

繰越欠損金 59,192

その他 2,335

繰延税金資産（固定）小計 180,528

評価性引当額 △121,172

繰延税金資産（固定）合計　 59,356

繰延税金負債（固定）　

その他有価証券評価差額金 28,918

繰延税金負債（固定）合計 28,918

繰延税金資産（固定）の純額 30,437

　

繰延税金資産（流動）

賞与引当金 9,370

製品保証引当金 63,076

貸倒引当金 1,800

その他 8,115

繰延税金資産（流動）小計 82,362

評価性引当額 △2,392

繰延税金資産（流動）合計 79,969

繰延税金負債（流動）

未収事業税 474

その他 409

繰延税金負債（流動）合計 883

繰延税金資産（流動）の純額 79,085

　

繰延税金資産（固定）

退職給付引当金 50,994

役員退職慰労引当金 48,549

会員権 2,101

貸倒引当金 8,260

減損損失 5,295

繰越欠損金 90,324

その他 1,678

繰延税金資産（固定）小計 207,205

評価性引当額 △149,374

繰延税金資産（固定）合計　 57,830

繰延税金負債（固定）　

その他有価証券評価差額金 13,339

繰延税金負債（固定）合計 13,339

繰延税金資産（固定）の純額 44,490

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因となった主な項目別内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因となった主な項目別内訳

法定実効税率 40.0％

（調整） 　

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.3％

住民税均等割 2.1％

評価性引当額 19.8％

連結上の未実現損失の調整　 4.1％

その他 △0.4％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 67.9％

　

　当連結会計年度において、税金等調整前当期純損失を

計上しているため、注記を省略しております。
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前連結会計年度
（平成22年12月31日）

当連結会計年度
（平成23年12月31日）

────── ３．法人税率の変更等による繰延税金資産及び繰延税金負

債の金額の修正

　　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るた

めの所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策

を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に交

付され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度

から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行わ

れることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰

延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の

40.0％から、平成25年１月１日に開始する連結会計年度

から平成27年１月１日に開始する連結会計年度に解消が

見込まれる一時差異については37.6％に、平成28年１月

１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一

時差異については35.3％となります。なお、これによる影

響は軽微であります。

　

　

（企業結合等関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）及び当連結会計年度（自　平成23年１月１日　

至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　当連結会計年度末（平成23年12月31日）

　　該当事項はありません。　

　　

（賃貸等不動産関係）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　  賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　当連結会計年度より、「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第20号　平成20年11

月28日）及び「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第23号　

平成20年11月28日）を適用しております。

　

当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

　  賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製

造販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当連結会計年度（自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日）

　当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製

造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

【関連情報】

当連結会計年度（自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

　

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。　

　

３．主要な顧客ごとの情報

　連結損益計算書の売上高の10％以上を占める特定の顧客への売上高がないため、記載を省略しておりま

す。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当連結会計年度（自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　　　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当連結会計年度（自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当連結会計年度（自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。

　

【関連当事者情報】

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

関連当事者との間における重要な取引がないため、記載を省略しております。

　　

当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

関連当事者との間における重要な取引がないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり純資産額 3,212円21銭

１株当たり当期純利益金額 20円00銭

１株当たり純資産額 3,024円21銭

１株当たり当期純損失金額（△） △151円38銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失であり、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

（注）　１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前連結会計年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

当期純利益又は当期純損失(△)（千円） 30,787 △233,023

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失

(△)（千円）
30,787 △233,023

期中平均株式数（株） 1,539,539 1,539,362

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

平成18年11月13日臨時株主総会　決

議ストック・オプション

（新株予約権の数32個）

普通株式　 6,400株

　

平成18年11月13日臨時株主総会　決

議ストック・オプション

（新株予約権の数32個）

普通株式　 6,400株

　上記の新株予約権は平成23年11月

30日をもって権利行使期間満了によ

り失効しております。

　

（重要な後発事象）

前連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。　　

　

当連結会計年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。　　
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

　該当事項はありません。

　

【借入金等明細表】

区分
前期末残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 120,000 120,000 1.1 －

１年以内に返済予定の長期借入金 － － － －

１年以内に返済予定のリース債務 － － － －

長期借入金

（１年以内に返済予定のものを除く。）
－ － － －

リース債務

（１年以内に返済予定のものを除く。）
－ － － －

その他有利子負債 － － － －

合計 120,000 120,000 － －

（注）　平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

　

【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。

　

　

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報

 

第１四半期

自平成23年１月１日

至平成23年３月31日

第２四半期

自平成23年４月１日

至平成23年６月30日

第３四半期

自平成23年７月１日

至平成23年９月30日

第４四半期

自平成23年10月１日

至平成23年12月31日

売上高（千円） 580,575 331,473 404,450 600,962

税金等調整前四半期純利益金

額又は税金等調整前四半期純

損失金額（△）（千円）

8,055 △82,249 △34,854 △178,683

四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
416 △49,911 △22,392 △161,135

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

0.27 △32.42 △14.55 △104.68
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２【財務諸表等】
（１）【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年12月31日)

当事業年度
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,454,912 1,215,818

受取手形 ※3
 60,473

※3
 70,844

売掛金 508,409 486,837

有価証券 1,518,719 1,854,607

商品及び製品 1,388 958

仕掛品 164,083 135,991

原材料及び貯蔵品 130,326 210,169

前払費用 4,558 4,479

繰延税金資産 21,575 79,085

未収還付法人税等 22,537 11,320

その他 27,548 21,532

貸倒引当金 △4,500 △4,500

流動資産合計 3,910,033 4,087,147

固定資産

有形固定資産

建物 340,717 348,667

減価償却累計額 △167,658 △181,814

建物（純額） 173,059 166,853

構築物 19,026 21,434

減価償却累計額 △13,839 △14,580

構築物（純額） 5,187 6,853

機械及び装置 21,604 18,274

減価償却累計額 △18,760 △16,802

機械及び装置（純額） 2,843 1,472

車両運搬具 512 512

減価償却累計額 △486 △491

車両運搬具（純額） 25 20

工具、器具及び備品 563,444 569,679

減価償却累計額 △524,347 △540,413

工具、器具及び備品（純額） 39,096 29,266

土地 238,226 238,226

有形固定資産合計 458,439 442,693

無形固定資産

ソフトウエア 30,377 16,208

その他 3,886 3,886

無形固定資産合計 34,263 20,094
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年12月31日)

当事業年度
(平成23年12月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 956,588 734,886

関係会社株式 10,000 10,000

出資金 500 500

破産更生債権等 － 2,451

長期預金 100,000 100,000

長期前払費用 98 51

繰延税金資産 30,437 44,490

保険積立金 130,585 135,530

その他 63,060 61,937

貸倒引当金 △22,012 △24,463

投資その他の資産合計 1,269,258 1,065,384

固定資産合計 1,761,961 1,528,171

資産合計 5,671,995 5,615,318

負債の部

流動負債

支払手形 ※3
 209,564

※3
 216,135

買掛金 ※2
 101,716

※2
 149,124

短期借入金 120,000 120,000

未払金 23,247 29,196

未払費用 13,870 14,244

前受金 23 －

預り金 10,157 9,797

賞与引当金 17,456 18,194

製品保証引当金 26,385 157,692

流動負債合計 522,419 714,384

固定負債

退職給付引当金 109,390 122,406

役員退職慰労引当金 129,980 133,521

その他 120 120

固定負債合計 239,491 256,047

負債合計 761,910 970,432
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年12月31日)

当事業年度
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 319,250 319,250

資本剰余金

資本準備金 299,250 299,250

資本剰余金合計 299,250 299,250

利益剰余金

利益準備金 5,000 5,000

その他利益剰余金

別途積立金 4,098,000 4,113,000

繰越利益剰余金 145,371 △116,536

利益剰余金合計 4,248,371 4,001,463

自己株式 △164 △276

株主資本合計 4,866,706 4,619,686

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43,377 25,199

評価・換算差額等合計 43,377 25,199

純資産合計 4,910,084 4,644,886

負債純資産合計 5,671,995 5,615,318
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当事業年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高

商品売上高 110,788 102,917

製品売上高 2,015,777 1,814,545

売上高合計 2,126,566 1,917,462

売上原価

商品期首たな卸高 － －

当期商品仕入高 86,750 81,799

合計 86,750 81,799

商品期末たな卸高 － －

商品売上原価 86,750 81,799

製品期首たな卸高 1,388 1,388

当期製品製造原価 ※1
 1,355,079

※1
 1,396,081

合計 1,356,467 1,397,469

製品期末たな卸高 1,388 958

製品売上原価 1,355,079 1,396,511

売上原価合計 1,441,830 1,478,311

売上総利益 684,736 439,151

販売費及び一般管理費

役員報酬 68,966 55,447

給料手当及び賞与 142,606 148,997

賞与引当金繰入額 6,511 6,867

福利厚生費 40,454 34,542

退職給付費用 14,970 16,595

役員退職慰労引当金繰入額 11,441 12,499

減価償却費 25,415 24,896

運賃 22,564 21,725

アフターサービス費 47,897 59,719

研究開発費 ※2
 47,510

※2
 67,493

支払手数料 50,809 46,662

貸倒引当金繰入額 － 2,451

製品保証引当金繰入額 26,385 31,423

その他 97,286 99,480

販売費及び一般管理費合計 602,818 628,801

営業利益又は営業損失（△） 81,918 △189,650
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(単位：千円)

前事業年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当事業年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

営業外収益

受取利息 667 997

有価証券利息 15,414 15,124

受取配当金 2,246 3,258

受取賃貸料 ※1
 25,920

※1
 24,920

匿名組合投資利益 12,012 －

受取事務手数料 ※1
 5,136

※1
 5,136

受取保険料 14,006 18,798

その他 8,251 3,139

営業外収益合計 83,655 71,374

営業外費用

支払利息 1,580 1,474

売上割引 1,403 2,586

賃貸収入原価 12,480 12,480

その他 770 1,553

営業外費用合計 16,234 18,093

経常利益又は経常損失（△） 149,339 △136,369

特別利益

固定資産売却益 ※3
 1,509

※3
 200

貸倒引当金戻入額 3,562 －

特別利益合計 5,071 200

特別損失

固定資産売却損 ※4
 3,089

※4
 145

固定資産除却損 ※5
 239

※5
 686

投資有価証券売却損 185 －

貸倒引当金繰入額 1,825 －

製品保証引当金繰入額 － 126,269

特別損失合計 5,340 127,101

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 149,071 △263,271

法人税、住民税及び事業税 23,116 1,543

法人税等調整額 41,811 △56,393

法人税等合計 64,927 △54,849

当期純利益又は当期純損失（△） 84,144 △208,421
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【製造原価明細書】

　 　
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 　 406,73027.6 334,98421.9

Ⅱ　労務費 　 304,70620.7 314,62720.6

Ⅲ　経費 ※１ 75,528 5.1 94,620 6.2

Ⅳ　外注費 　 687,53646.6 783,67251.3

当期総製造費用 　 1,474,502100.0 1,527,905100.0

期首仕掛品たな卸高 　 184,005 　 164,083 　

合計 　 1,658,507 　 1,691,988 　

他勘定振替高 ※２ 139,344 　 159,916 　

期末仕掛品たな卸高 　 164,083 　 135,991 　

当期製品製造原価 　 1,355,079 　 1,396,081 　

　
　 　 原価計算の方法 　 原価計算の方法 　

　 　 　原価計算の方法は実際総

合原価計算であり、期中は

予定原価を用い、原価差額

は期末において製品、仕掛

品、売上原価等に配賦して

おります。

　 同左 　

　

※１．主な内訳は次のとおりであります。

項目
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費（千円） 35,709 29,068

※２．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

項目
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

アフターサービス費（千円） 78,664 80,798

研究開発費（千円） 47,510 67,493

工具、器具及び備品（千円） 9,433 10,356

その他（千円） 3,736 1,267

合計（千円） 139,344 159,916
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当事業年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 319,250 319,250

当期末残高 319,250 319,250

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 299,250 299,250

当期末残高 299,250 299,250

資本剰余金合計

前期末残高 299,250 299,250

当期末残高 299,250 299,250

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 5,000 5,000

当期末残高 5,000 5,000

その他利益剰余金

別途積立金

前期末残高 4,038,000 4,098,000

当期変動額

別途積立金の積立 60,000 15,000

当期変動額合計 60,000 15,000

当期末残高 4,098,000 4,113,000

繰越利益剰余金

前期末残高 176,652 145,371

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 84,144 △208,421

別途積立金の積立 △60,000 △15,000

当期変動額合計 △31,281 △261,907

当期末残高 145,371 △116,536

利益剰余金合計

前期末残高 4,219,652 4,248,371

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 84,144 △208,421

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 28,718 △246,907

当期末残高 4,248,371 4,001,463

自己株式

前期末残高 － △164

当期変動額

自己株式の取得 △164 △112

当期変動額合計 △164 △112

当期末残高 △164 △276
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(単位：千円)

前事業年度
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

当事業年度
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年12月31日)

株主資本合計

前期末残高 4,838,152 4,866,706

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 84,144 △208,421

自己株式の取得 △164 △112

当期変動額合計 28,554 △247,020

当期末残高 4,866,706 4,619,686

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △2,691 43,377

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

46,068 △18,177

当期変動額合計 46,068 △18,177

当期末残高 43,377 25,199

評価・換算差額等合計

前期末残高 △2,691 43,377

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

46,068 △18,177

当期変動額合計 46,068 △18,177

当期末残高 43,377 25,199

純資産合計

前期末残高 4,835,461 4,910,084

当期変動額

剰余金の配当 △55,425 △38,485

当期純利益又は当期純損失（△） 84,144 △208,421

自己株式の取得 △164 △112

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 46,068 △18,177

当期変動額合計 74,622 △265,197

当期末残高 4,910,084 4,644,886
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【重要な会計方針】

項目
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

１．有価証券の評価基準及び

評価方法

(1）子会社株式

　移動平均法による原価法を採用してお

ります。

(1）子会社株式

同左

　 (2）その他有価証券

時価のあるもの

　決算期末日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）を採用しております。

(2）その他有価証券

時価のあるもの

同左

　 時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用して

おります。

時価のないもの

同左

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法

商品、製品、原材料及び仕掛品

　総平均法（月別）による原価法（貸借

対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）を採用してお

ります。

商品、製品、原材料及び仕掛品

同左

３．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、平

成10年４月１日以降に取得した建物（建

物附属設備を除く）については、定額法

を採用しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであり

ます。

建物　　　　　　　　　15～29年

構築物　　　　　　　　10～13年

工具、器具及び備品　　２～５年

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

同左

　 (2）無形固定資産（リース資産を除く）

　自社利用のソフトウエアについては、社

内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法を採用しております。

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

同左

　 (3）リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。

(3）リース資産

　同左
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項目
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

４．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績等を勘案し

て必要額を、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

　 (2）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に

備えるため、支給見込額のうち当事業年

度に負担すべき額を計上しております。

(2）賞与引当金

同左

　 (3）製品保証引当金

　保証期間内に発生する無償修理に対す

る支出に備えるため、過去の実績率等を

基礎として無償修理費の見積額を計上し

ております。

(3）製品保証引当金

同左

　 (4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業

年度末における退職給付債務（簡便法に

より自己都合要支給額の100％）に基づ

き計上しております。

(4）退職給付引当金

同左

　 (5）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、

規程に基づく当事業年度末要支給額を計

上しております。

(5）役員退職慰労引当金

同左

５．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

(1）匿名組合への参加と会計処理

　当社はレバレッジド・リースを目的と

した匿名組合への参加契約を締結し、

70,000千円を出資しております。当社の

出資に係る匿名組合の持分を適正に評価

するため、当社の負担すべき投資損益を

出資金に直接加減しております。

(1）　　　　──────

　 　レバレッジド・リースを目的とした匿

名組合への出資については、平成22年９

月30日に払戻が完了しております。

　

　 (2）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(2）消費税等の会計処理

同左
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【会計処理方法の変更】

前事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

────── （資産除去債務に関する会計基準の適用）

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。　

　

【注記事項】

（貸借対照表関係）

前事業年度
（平成22年12月31日）

当事業年度
（平成23年12月31日）

　１　偶発債務

　子会社のリース債務に対して、次のとおり債務保証を

行っております。

　１　偶発債務

　子会社のリース債務に対して、次のとおり債務保証を

行っております。

㈱オーバルテック 20,840千円 ㈱オーバルテック 15,563千円

※２　関係会社項目 ※２　関係会社項目

流動負債 　

買掛金 32,438千円

流動負債 　

買掛金 37,830千円

※３　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理をしております。

　なお、当期末日が金融機関の休日であったため、次の

期末日満期手形が期末残高に含まれております。

※３　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理をしております。

　なお、当期末日が金融機関の休日であったため、次の

期末日満期手形が期末残高に含まれております。

受取手形 1,340千円

支払手形 41,603千円

受取手形 2,237千円

支払手形 39,285千円
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（損益計算書関係）

前事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

※１　関係会社との取引に係るものは次のとおりでありま

す。

※１　関係会社との取引に係るものは次のとおりでありま

す。

原材料仕入高 29,896千円

外注加工費 379,535千円

受取賃貸料 25,200千円

受取事務手数料 5,136千円

原材料仕入高 30,267千円

外注加工費 389,107千円

受取賃貸料 24,200千円

受取事務手数料 5,136千円

※２　研究開発費の総額 ※２　研究開発費の総額

一般管理費に含まれる研究開発費 47,510千円 一般管理費に含まれる研究開発費 67,493千円

※３　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

建物 1,509千円

※３　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

機械及び装置 200千円

※４　固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

土地 3,089千円

※４　固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

機械及び装置 135千円

工具、器具及び備品 9千円

　計 145千円

※５　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 ※５　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

機械及び装置 107千円

工具、器具及び備品 131千円

　計 239千円

建物 90千円

構築物 11千円

工具、器具及び備品 585千円

　計 686千円

　

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
前事業年度末株式数
（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

　普通株式（注） － 164 － 164

合計 － 164 － 164

（注）　普通株式の自己株式の株式数の増加164株は、単元未満株式の買取りによるものであります。　　

　

当事業年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
前事業年度末株式数
（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

　普通株式（注） 164 129 － 293

合計 164 129 － 293

（注）　普通株式の自己株式の株式数の増加129株は、単元未満株式の買取りによるものであります。　　
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（リース取引関係）

前事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

　リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

　リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

　
取得価額相
当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高相
当額
（千円）

車両運搬具 5,064 2,785 2,278
合計 5,064 2,785 2,278

　該当事項はありません。

２．未経過リース料期末残高相当額 ２．未経過リース料期末残高相当額

１年内 1,052千円

１年超 1,399千円

合計 2,452千円

　該当事項はありません。

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 ３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

支払リース料 1,769千円

減価償却費相当額 1,517千円

支払利息相当額 180千円

支払リース料 193千円

減価償却費相当額 168千円

支払利息相当額 22千円

４．減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

によっております。

４．減価償却費相当額の算定方法

同左

５．利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額

を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法

によっております。

５．利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はありません。

（減損損失について）

同左

　

（有価証券関係）

前事業年度（平成22年12月31日）

　子会社株式及び関連会社株式（貸借対照表計上額　子会社株式10,000千円）は、市場価格がなく、時価を把握

することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。

　

当事業年度（平成23年12月31日）

　子会社株式及び関連会社株式（貸借対照表計上額　子会社株式10,000千円）は、市場価格がなく、時価を把握

することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。
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（税効果会計関係）

前事業年度
（平成22年12月31日）

当事業年度
（平成23年12月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円） （千円）

繰延税金資産（流動） 繰延税金資産（流動）

賞与引当金 6,982

製品保証引当金 10,554

貸倒引当金 1,800

その他 3,264

繰延税金資産（流動）合計 22,600

繰延税金負債（流動） 　

　未収事業税 1,024　　

　繰延税金負債（流動）合計 1,024

繰延税金資産（流動）の純額 21,575

　　

繰延税金資産（固定）

退職給付引当金 43,756

役員退職慰労引当金 51,992

会員権 2,380

貸倒引当金 8,805

その他 2,335

繰延税金資産（固定）小計 109,269

評価性引当額 △49,913

繰延税金資産（固定）合計　 59,356

繰延税金負債（固定）

その他有価証券評価差額金 28,918

繰延税金負債（固定）合計 28,918

繰延税金資産（固定）の純額 30,437

　

賞与引当金 7,277

製品保証引当金 63,076

貸倒引当金 1,800

その他 7,815

繰延税金資産（流動）合計 79,969

繰延税金負債（流動） 　

　未収事業税 474　　

　その他 409　　

　繰延税金負債（流動）合計 883

繰延税金資産（流動）の純額 79,085

　　

繰延税金資産（固定）

退職給付引当金 43,209

役員退職慰労引当金 47,529

会員権 2,101

貸倒引当金 8,260

繰越欠損金 35,220

その他 1,678

繰延税金資産（固定）小計 137,999

評価性引当額 △80,169

繰延税金資産（固定）合計　 57,830

繰延税金負債（固定）

その他有価証券評価差額金 13,339

繰延税金負債（固定）合計 13,339

繰延税金資産（固定）の純額 44,490

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因となった主な項目別内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因となった主な項目別内訳

法定実効税率 40.0％

（調整） 　

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.5％

住民税均等割 1.3％

評価性引当額 1.2％

その他 △0.4％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 43.6％

　

　当事業年度において、税引前当期純損失を計上してい

るため、注記を省略しております。
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前事業年度
（平成22年12月31日）

当事業年度
（平成23年12月31日）

────── ３．法人税率の変更等による繰延税金資産及び繰延税金負

債の金額の修正

　　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るた

めの所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策

を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に交

付され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から

法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われる

こととなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税

金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.0％か

ら、平成25年１月１日に開始する事業年度から平成27年

１月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差

異については37.6％に、平成28年１月１日に開始する事

業年度以降に解消が見込まれる一時差異については

35.3％となります。なお、これによる影響は軽微でありま

す。
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（資産除去債務関係）

　当事業年度末（平成23年12月31日）

　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

前事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり純資産額 3,189円53銭

１株当たり当期純利益金額 54円66銭

１株当たり純資産額 3,017円52銭

１株当たり当期純損失金額（△） △135円40銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失であり、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前事業年度

（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

当事業年度
（自　平成23年１月１日
至　平成23年12月31日）

当期純利益又は当期純損失(△)（千円） 84,144 △208,421

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失

(△)（千円）
84,144 △208,421

期中平均株式数（株） 1,539,539 1,539,362

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

平成18年11月13日臨時株主総会　決

議ストック・オプション

（新株予約権の数32個）

普通株式　 6,400株

　

平成18年11月13日臨時株主総会　決

議ストック・オプション

（新株予約権の数32個）

普通株式　 6,400株

　上記の新株予約権は平成23年11月

30日をもって権利行使期間満了によ

り失効しております。

　

（重要な後発事象）

前事業年度（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

当事業年度（自　平成23年１月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

投資有価証券
その他有価

証券

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（千円）

㈱小田原エンジニアリング 151,200 120,960

京成電鉄㈱ 32,047 18,138

㈱東芝 46,766 14,731

レシップホールディングス㈱ 10,000 6,880

神奈川中央交通㈱ 10,000 4,150

㈱静岡銀行 5,000 4,055

㈱横浜銀行 11,000 4,004

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャルグループ 6,400 2,092

㈱日立物流 1,300 1,718

第一生命保険㈱ 8 605

その他（３銘柄） 3,012 1,408

小計 276,733 178,745

計 276,733 178,745

　

【債券】

有価証券
その他有価

証券

銘柄 券面総額（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

第63回住友不動産㈱無担保社債 100,000 100,649

第12回野村ホールディングス㈱無担保社債 100,000 100,510

小計 200,000 201,159

 投資有価証券
その他有価

証券

第23回サッポロホールディングス㈱期限前

償還条項付社債
100,000 102,401

第19回㈱三井住友銀行期限前償還条項付無

担保社債（劣後特約付）
100,000 101,190

第５回三菱ＵＦＪ信託銀行㈱期限前償還条

項付社債（劣後特約付）
90,000 90,599

第７回中央三井信託銀行㈱期限前償還条項

付無担保社債（劣後特約付）
50,000 50,380

第48回㈱東芝無担保社債 20,000 20,152

第77回㈱三菱商事無担保社債 20,000 20,043

第1回野村ホールディングス㈱期限前償還

条項付無担保社債
20,000 19,952

第34回㈱三菱東京ＵＦＪ銀行期限前償還条

項付無担保社債
20,000 19,780

小計 420,000 424,499

計 620,000 625,659
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【その他】

有価証券
その他有価

証券

種類及び銘柄 投資口数等（口）
貸借対照表計上額
（千円）

㈱横浜銀行　譲渡性預金 － 500,000

㈱静岡銀行　譲渡性預金 － 300,000

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行　譲渡性預金 － 200,000

野村證券㈱

フリーファイナンシャルファンド
484,518,618 484,518

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱

ＭＭＦ（大和投信ＭＭＦ）
81,177,037 81,177

大和証券㈱

ＭＭＦ（大和投信ＭＭＦ）
80,156,165 80,156

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱

ＭＭＦ（国際投信ＭＭＦ）
7,596,336 7,596

小計 － 1,653,448

 投資有価証券
その他有価

証券

ＤＬＩＢＪ公社債オープン 131,483,389 131,641

小計 131,483,389 131,641

計 － 1,785,089

　

【有形固定資産等明細表】

資産の種類 前期末残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額
（千円）

当期償却額
（千円）

差引当期末
残高
（千円）

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

建物 340,7178,230 280 348,667181,81414,345166,853

構築物 19,026 2,726 318 21,43414,580 1,048 6,853

機械及び装置 21,604 － 3,330 18,27416,802 753 1,472

車両運搬具 512 － － 512 491 5 20

工具、器具及び備品 563,44415,853 9,618569,679540,41323,64329,266

土地 238,226 － － 238,226 － － 238,226

有形固定資産計 1,183,53226,81013,5471,196,795754,10239,795442,693

無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

ソフトウエア 132,807 － － 132,807116,59914,16816,208

その他 3,886 － － 3,886 － － 3,886

無形固定資産計 136,693 － － 136,693116,59914,16820,094
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【引当金明細表】

区分
前期末残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金 26,512 2,451 － － 28,963

賞与引当金 17,456 18,194 17,456 － 18,194

製品保証引当金 26,385 157,692 26,385 － 157,692

役員退職慰労引当金 129,980 12,499 8,959 － 133,521
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

イ．現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 3,827

預金 　

当座預金 589,095

普通預金 19,740

定期積立預金 38,000

定期預金 564,517

別段預金 638

小計 1,211,991

合計 1,215,818

　

ロ．受取手形

相手先別内訳

相手先 金額（千円）

新和商事㈱ 35,127

北海道アトラス㈱ 18,770

岩手日野自動車㈱ 2,941

長野日野自動車㈱ 2,209

宮城いすゞ自動車㈱ 1,732

その他 10,062

合計 70,844

　

期日別内訳

期日別 金額（千円）

平成23年12月 2,237

平成24年１月 18,550

２月 23,001

３月 25,433

４月 1,364

５月 257

合計 70,844
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ハ．売掛金

相手先別内訳

相手先 金額（千円）

北海道アトラス㈱ 97,326

㈱静鉄アド・パートナーズ 79,716

新和商事㈱ 53,024

阪神バス㈱ 45,350

㈱井浦商会 31,522

その他 179,897

合計 486,837

　

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

前期繰越高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

次期繰越高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

（A） （B） （C） （D）
（C）

×100
(A）＋（B)

　 （A）＋（D）　

　 ２ 　

　 （B） 　

　 365 　

508,409 2,013,3122,034,884 486,837 80.7 90.2

（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。

　

ニ．商品及び製品

品目 金額（千円）

運賃箱関連 958

合計 958

　

ホ．仕掛品

品目 金額（千円）

運賃箱関連 89,623

カード機器関連 11,743

その他のバス用機器 34,624

合計 135,991

　

ヘ．原材料及び貯蔵品

品目 金額（千円）

運賃箱関連 117,596

カード機器関連 37,052

その他のバス用機器 55,520

合計 210,169
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②　流動負債

イ．支払手形

相手先別内訳

相手先 金額（千円）

㈱メイエレック 21,000

㈱旭丘精器製作所 16,088

岡本無線電機㈱ 15,951

トッパン・フォームズ㈱ 15,374

㈱バーコムシートメタル 14,409

その他 133,310

合計 216,135

　

期日別内訳

期日別 金額（千円）

平成23年12月 39,285

平成24年１月 42,297

２月 35,090

３月 48,052

４月 51,409

合計 216,135

　

ロ．買掛金

相手先 金額（千円）

㈱オーバルテック 37,830

共同印刷㈱ 35,322

㈱メタテクノ 12,350

清和電資工業㈲ 4,470

㈱バーコムシートメタル 4,208

その他 54,942

合計 149,124

　

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】
事業年度 毎年１月１日から12月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後３か月以内
基準日 12月31日
剰余金の配当の基準日 ６月30日、12月31日
１単元の株式数 100株
単元未満株式の買取り 　

取扱場所
（特別口座）　
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
（特別口座）
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 ──────
買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当社の公告方法は、電子公告といたします。但し、電子公告によることができない

事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載して行います。

電子公告は当社のホームページに掲載しており、そのアドレスは、次のとおりで

す。

http://www.odawarakiki.com

株主に対する特典 該当事項はありません。

（注）当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができないもの

と定款で定めております。

(1）会社法第189条第２項各号に掲げる権利

(2）取得請求権付株式の取得を請求する権利

(3）募集株式または募集新株予約権の割当てを受ける権利
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社には金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

　

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第32期）（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）平成23年３月29日関東財務局長に提出

(2）内部統制報告書及びその添付書類

平成23年３月29日関東財務局長に提出

(3）四半期報告書及び確認書

（第33期第１四半期）（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）平成23年５月13日関東財務局長に提出

（第33期第２四半期）（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）平成23年８月10日関東財務局長に提出

（第33期第３四半期）（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）平成23年11月11日関東財務局長に提出　

(4）臨時報告書

平成23年３月31日関東財務局長に提出　

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく

　臨時報告書であります。

平成24年２月13日関東財務局長に提出

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号（代表取締役の異動）に基づく臨時報告書であり

　ます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

平成23年３月29日

株式会社小田原機器
 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長田　清忠　　印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 月本　洋一　　印

　

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社小田原機器の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対

照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を

行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法

人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連

結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

小田原機器及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社小田原機器の平成22年12

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運用並びに内部統制報告書を作

成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにある。ま

た、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性がある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統制監

査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽の表示がないかどうかの

合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行われ、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評

価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体としての内部統制報告書の表示を検討することを含んで

いる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、株式会社小田原機器が平成22年12月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内

部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務報告

に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

平成24年３月28日

株式会社小田原機器
 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長田　清忠　　印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 月本　洋一　　印

　

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社小田原機器の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対

照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細

表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表

に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法

人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として

行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連

結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

小田原機器及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社小田原機器の平成23年12

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運用並びに内部統制報告書を作

成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにある。ま

た、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性がある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統制監

査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽の表示がないかどうかの

合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行われ、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評

価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体としての内部統制報告書の表示を検討することを含んで

いる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、株式会社小田原機器が平成23年12月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内

部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務報告

に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

有価証券報告書

94/96



 独立監査人の監査報告書  

 

平成23年３月29日

株式会社小田原機器
 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長田　清忠　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 月本　洋一　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社小田原機器の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第32期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法

人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行わ

れ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸

表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断して

いる。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社小田

原機器の平成22年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適

正に表示しているものと認める。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

平成24年３月28日

株式会社小田原機器
 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長田　清忠　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 月本　洋一　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社小田原機器の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第33期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法

人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行わ

れ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸

表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断して

いる。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社小田

原機器の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適

正に表示しているものと認める。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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